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緒

慨 二鴻.ヒCl吸 鴻 ヒ、 高橋、佐 々木{21等 ハb結 核

補禮 結合反慮 二閲 スル業績 チ公 ニ シ、 其 ノ臨躰

.的債値 二就 テ詳 細 ナル批刺 テ試 こタ。 爾來拾幾

星霜 テ縄 タガ、其 ノ間、欧米諸國 昌於 テハ勿論、

本邦 二於 テモ、近 時補盟結 合反慮 ノ業績 ガ漸 ヤ

ク盛 ンナ ラ ントスル機蓮 二向 ピ ソ・アル カノ観

ラ呈 シテ來 テ居 ル。但 シ、結核 ノ補盟結合反慮

ゾ批制 二至 ツテハ、未 グニ議 論 ガ嘔 々 デ、蹄結

スル虎 ハ軍一 デナィ。其 ノ理 由ハ色 々二考 ヘ ラ

レル ガ、 主 トシテ「アンチゲ ン」ノ良否 ト操 作法

ガ多様 デー定 シテ居 ラヌ ト云 フコ トデ アラゥ。

赦 二「補禮結 合反慮 ノ成績 テ 最 モ優秀 ナ ラ シメ

暫

テ、其 ノ結果 ヲ箪 一化 セ シノ ヤウトスルナ レ,{.

是 非 トモ能働力 ノー定 シタ シカモ最 モ優秀 ナ陽

性奉 ノ彊 イ「アンチゲ ン」ヲ得 ル コ トガ必要 デァ

ルガ、之 二附帯 シテ操作法 ノ劃一 卜云 フコ トモ

重要 ナ問題 トナ ツテ來 ル。著者等 ハ永 キ實験 上

ノ結果、本 問題 ラ解決 スルニ充 分 ニ シテ且 ツ此

ノ希望 テ完全 二満 足 セ シノ得 ル倉心 ノ「ア ンチ

ゲ ン」テ製 出 スルコ トニ成功 シタ。 今舷 二.其 ノ

實験 ノ大 要 テ掲 ゲ報 ジテ汎 ク、廣 ク、天 下 ノ學

究 者 ノ誤 ラザ ル追試 ト嚴正 ナル批判 テ乞 ハ ン ト

スルモ ノデ アル。

'

一
、Squalo・Tuberkulin(S.T.)bi、 如 何 ナ ル モ1デ7ル カ

先 ヅ以 テ、余等 ノ新抗原 二就 イ テ略設 シ テ置

ク。本問題 二關 シテハ、改 メテ近 キ未來 二於 テ、

余等 ノ原著 「鮫肝油 中二含 マル、高度不飽和炭化

水素 二關 スル實験 」(3)ナル名題 ノ下 二詳細委曲

二記載 スル コ ト・シタ レパ、弦 ニハ、唯業績上

ノ順 序 トシテ簡 軍二述 ベルニ 止メル。或 ル程度

二酸化 セ ラレタ、高度不飽和炭化 水素 テ含有 セ

ル鮫 肝油 テ前記別著 二詳述 セ ン トス ル所定 ノ

法 二從 ツテ蒸溜 セ シ メ、 其 ノ蒸溜液 テ余等 ハ

「Squalin」 ト命名 シタ
。Squalinノ 化學的組成 ハ

'辻本博士 ノ登 見 セラレタSqualene二 相 當 スル

モ ノデァル ガ製 出法 ノ如何 ニ ヨッテSqualene

二生 物化學的 二「ア クチー フ」ノ状態 ニ ァルモ ノ

}、 「インアクチー フ」ノモ ノ トガ生 ジテ來 ル。

,此 ノ生物學 的 二「ア クチー フ」(biologischaktiv)

ノ状 態 ニ アルSqualeneラ 余 等 ・・醤學的 ノ立場

カ ラ便宜 上假 リニSqualinト 呼 プ コ ト・シタ。

」比ノ邊 ノ理 由二就 イテモ、別著 二詳読 テ試 ミル

デアラウ。此 ノSqualinノ ー一一定量 ラ結核患者或

ハ罹患動物 二注射 シ、一定時間ラ経過 シタル後

(大多教ハ24時 間後1其 ノ血液 ラ無菌的 二探取

シ、其 ノ血液寒天培養 テ試E、 之 テ振氏37度

ノ血温 二貯蔵 スレペ 凡ソ2日 目乃至5日 二及

ピテ血液寒天上二結核菌ヨリ憂 移シタ、主 トシ

テ微細穎粒状 ノ球菌 ノ聚落ラ生 ジテ來ル。此 ノ

聚落 ノ内デ、之テ適當ナ培地二移植ス レパ、容

易二抗酸性桿菌 二還元 スルモノト然 ラザルモ ノ

トガアル。 ソレハ、不飽和炭化水素 ノ酸化程度

ノ如何 ニヨルモノト看倣サ レルガ、是等 ノ内、

容易二抗酸性桿菌 二還元 セラレルモノテ撰 ンデ

余等ハ抗原菌株 トシタ。

AS.T.ヲ 製 出 スノy方法 ト其

ノ能働 力 ノ安定 法

攣移セラレタ結核菌ハ、其 ノ毒性ハ勿論 デアル

ガ、試験管内二於ケル免疫血清學的抗原 トシテ

ノ能働力二於 テモ亦甚 グシク移動 シ易 イ。從 ツ
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テ、其 ノ能働力 ノ墜移性 ヲ喰 ヒ止 メル方法 ラ講

ジナ ケ レパ、不安定 デ使用 出來 ナ イ。余等 ガ

鼠 丁・二使用 シタ菌 株 バー定 シタ培地 ニ ノ ミ代

ラ重 ネテ移植 ス レバ、其 ノ培地 ノ適否 二慮 ジテ

ー層典型 的 ナ成熟 セル結 核菌 二還元 セ ラレヤウ

トスル カ、或 ハ更 二其 ノ痩移 ノ度 ラ高 ノテ、元'

型 ヨリ遠 ザ カラン トスル。斯 クシテ、其 ノ能働

力 ガ常 ニグ ラツイテ、 「ム ラ」ガ生 ジテ來 ル。

此 ノ現象 ハ、尤 モ、著明 昌痩 移 シタ結核菌 デナ

ク トモ、相常定型 的 ナ結核菌 二於 テモ程度 ノ差

異 コ ソア レ、多少 ハ認 メ ラレルコ トデアル。

サ レバ、結核菌 テ相手 トシタ血清學 上 ノ「アン

チゲ ン」ハ其 ノ毒 力 ノ相 異 セルガ如 久 叉其 ノ能

働力 二於 テモ墜韓 スル。 此 ノ爲 二、補盟結合反

慮 ノ結 果ナ ドモ、不統 一 デ批制 モ様 々 二起 ツテ

來 ル コ ト・ナル。

斯 カル・ゼ大 ナfヂ レンマ」二蓬着 シヲ、余等 ハ永

イ間、最善最大 ノ努力 ラ重 ネ タノデアル ガ、其

ノ結果、次 ノ如 キ手段 テ取 レバ、憂 移 シ'タ菌株

ノ憂 移度 テソノ儘 二保持 スル コ トガ出來 テ毎常

能働 力 ノー定 シタ優秀 ナ「アンチゲン」テ得 ラ レ

ル コ トガ明 カニナ ッテ來 タ。其 ノ方法 ト手段 テ

煎 ジ詰 メテ見ル ト、

比較的結核菌 ノ螢 育 二適 當 ナルモ ノト、不適

當 ナル培地 トニ菌株 テ交互 二或 ル期間 内二移

植 スル コ ト。

デアル,即 チ余等 ノ菌株 二於 テハ、卵固形培 地

(例ヘバペ トロ ッフ、或 ハ レヱウヱンスタィン氏培

地等 デ アルガ、 レヱウヱンスタイン氏 ノモ ノハ、

菌 ハ好 ク登育 スルガ、雑菌 モ甚 ダ繁殖 シ易 イ訣

鮎 ガ多 尋カラヤハ リペ トロ リフ氏 ノモ ノガ最 モ

ヨイ ト思 フ)二 移植 シテ10日 乃 至20歎 日経過

シタモ ノカ ラ5%「 アルカ リ」卵黄水 二1・5%ノ

割 二「グリセリン」ヲ加 ヘ タ培地 二移 シ、37度 ノ

麻卵器 内二24時 間乃至70時 間培養 スレバ、常

ニー定 シタ優秀 ナ「ア営 チゲ ン」ズ得 ラ レル(軍

純 ナ卵黄 「アル カ リ」水 デハ菌 ノ痩 移 ノ度 ガ過 ギ

ル傾 向ガ アルカ 身、 之 二1・5%ノ'割 二 「グ リセ

リン」ラ加 ヘ タモ ノラ撰 ング》。

斯 クシテ、q-…tb定時 間37度 ノ鯉卵器 内 二貯蔵 シ

タ菌培養液 ラ漁熱100度n1時 聞牛加轍 菌

(1週 間内=30分 間 宛、3日 聞歌滅菌 スル)。

テ加 ヘ タモ ノニ純石炭酸 ラ0・5%ノ 比 二加 ヘ テ

使 用 スル。

以 上 ノ法 二從 ツテ製出 セ ラ レ タ「アンチグ ン」

ハ、常 昌其 ノ能働力 ガー定 デ、慢秀 ナモ ノデア

ル コ トハ)第1及2表 二掲 グタ結果 テ見 テー 目

瞭然 デ アル ト思 フ。 尤 モ、 自分等 ノ實験 二供 シ

タ血清 ハ軍 二1、2例 ニハ止 マラヌ ノデ多撒 二繰

リ返 シテ行 ツタモ ノデ アル ガ,繁 雑 テ避 ケル爲

二、此 ノ内 ノ代 表的 ナ2例 ノ こ・テ取 ツテ掲 ゲ タ

ニ過 ギナ ィ。

第1表 異ナJV菌 株 ヨリ製出セラレタ

、ル各種S.T.ノ 能働力比較

菌株別
●

「ア ソチ

ゲyJ

使 用 量

輔胆結合反慮
血清稀糧倍敬

難鐸競 藩
重 田 2.5倍

8倍

(帯 一)

1200倍

(帯 一)

萩 原 2.0,,
8,,

(++二)

1200。,

(柵 ◇

小 杉 2.5,.
8鱒

(++、)

1200,,

(朴 二)
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8,,

(帯 一)

1200.,

(帯 一)

兎58號 1.25,,
8,,

(十十一)

1200D,

(+一)
1

第2表 同一菌株 ヨリ(重田)相 異セル日時

二製出セラレタST㌧ ノ能働力比較

一

「ア ソチ1「 ア ソチ
・ゲ ン」

製 出 ノ
日時
一 一一r-

211V馴

ゲめi

擁 釧 結椛
一一一 ㎝ 一_

2.5倍

一
被検血清ノ種別
ト血清稀葎倍藪一
兎 颪 疲

者皿精 免疫血清一
8倍1200倍

(柵 一)(柵 一)}一一}『 一 一一 一_

8,,」200.,

(++・)・(柵.)
1911X斜 3.0,,

'121X訓 1.25..
8,,1200,,

(++)1(++・)

10ノ】【1訓 1.5,,
8,,:1200..

「㈲i(㈲

311mI訓 2.5,,
8,,1200,,

(+.,)1(柵_)

13ノ∬35 3.0,,
8,,
(++.)
1200,,
(++.)

4佃35 3.25,,
8,,・1200..

(帯 一)1(柵 一)



B

ゲ ン」ヲ優 秀 デ ア ノγ ト唱 へ 〃 力

其 ノ理由ハ ザツ ト次 ノ通 リデ アル。

(i)容 易 昌簡躍 二軍 日時内a得 ラレル。

(ii)其 ノ能 働力 ハ常 ニー定 シテ居 ル。

(iii)結核 血構 二封 ス ル 陽性比度 ハ 断 然從 來 ノ

「ア ンチゲ ン」ニ ヨルモ ノテ凌 駕 シテ居 ル。 ・

(iv》健 康 者或 ハ 完全=治 癒 シタ結核患者 ・二封 ス

ル非特 異的陽性率 ト思 ハ ル ・モ ノハ殆 ドナ ィ。

尤 モ徽 毒 ハ除外 デ後 壁二述 ベル。

(v)從 來 ノ藷 「アンチゲ ニ」(余等 ノ製 出 シタ)デ

ハ菌塊 ハ相凝團 シテ不不等 デアル カラ、濾過 シ

デ菌塊 テ除 去 シナ ケ レパナ ラナカツタガ、S・T・

「ア ンチゲ ン」ノ菌盟 ハ、 少時振鰍 スル コ トニ ョ
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余 等 一何 故 余 等 ノ 「ア ン チ ツテ澗 メテ容 易s「 頼 ゲ"ン 」け 嶋 ル ヵ

フ、 菌艦含有 ノマ ・使用 シ得 ル便宜 ガアル。

(vi)菌 「アンチゲ ン」(余sノ)s於 テ ノ・・之 嚇

腐法例'・バ0.5%ノ 比 昌石 炭酸 ヲ加 ヘル ガ如 キ

操作 ラ加 ヘ ル ト、 其 ノ自家抑制 作用 ガ著 シク増

弧 シテ來 ル カ ラ、防腐法 ハ出來 ナ カツ タガ・S・T・

「ア ンチゲ ン」デハ防腐 法 ラ施 スコ トニ ヨツテ・

何等 ノ支障 テ惹 キ起 サナ イ特長 ヲ備'・ テ居 ル・

從 ツテ防腐 法 テ加《・テ貯蔵 二甚 ダ便利 デ アル。

圃 「ア浮 ゲ ン」・・冷 熱及長期 ノ貯臓 樹 シ

、テ其 ノ能働 〃∴何等 ノ髪 移 ラ起 サ ナ ィ。

以」ソ 卦 二脚 テハ甦 二後章詳 設 スル盧 ガア

ノレo

二、 操作 法及各 要 素 呂關 スル論議 卜注 慧 事項

(1)操 作 法 ノ理想 ト余 等 ノ術 式'第3表 「^モリヂソ」債測定

操作法ハ其 ノ原理二基 イテ洛 人其 ノ好廟 二 腰 備 試 験

從 ヘバ結構 デ アルガ、操作法 ノ理 想 カラ云 ヘバ、

大盟次 ノ如 キ條件 テ備 ヘ タモ ノガ望 マ シイ。

(i)簡 明 デアル コ ト、(ii)質 的 ニモ時間的 ニモ

経濟 的 デアル コ ト、(iii)誤 差 ノ生 ジナ イ範園 デ

成 ル可 ク陽性 比李 ノ多 イ方法 テ撰 ブコ ト。

補 盟結 合反慮 ハ、第 一次 系 ト第二次系 トニ於 ケ

ル補盟結合力 ノ「バ ラ ンス」トモ考ヘ ラレル、從

ツ テ第二次系 二薦 スル溶 血性愛介禮 ヲ無暗 二強

力 ナモ ノトス レバ、陽性比李 ハ次 第 二減弱 シテ

來 ル、 ト云 ツテ、絵 リ薄弱 ナ「ヘ モ リヂ ン」テ使

用 スル ト、誤差 ガ起 リ易 ク、結果 ガ明瞭 二出 テ

來 ナ ィ訣 鮎 ガ生 ジテ來 ル。 「アンチゲ ン」ノ能 働

力 ノ優秀 ナモ ノデ アル ト、相當大膀 二強 力 ナ「ヘ

モ リヂ ン」テ 使用 シテ簡 明 二試験 ガ出來得 ル コ

ト・ナル。余等 ハ本實験 二使用 シタ操作 法ハ永

イ間 ノ實験 ヨリ案 出 シテ成 ル可 ク前述 イ理想 二

近 カラ シメ ント努力 シタモ ノデアル。(第3、4

及5表)

郎チ「ヘモリヂソ」ノ使用量・・重湯煎15分 間 ノ「ヘモ　

リヂソ」償 ノ5倍 ヲ探ル。 稀繹倍tw1・シテ石ヲ探 レバ

ヨイ。

鞭 瞳1覇
諏 ＼6⊃評&i

_一 一 冒i

100,,＼
,,

＼,,
__一 一{,一　

200"＼
1,,

＼ ・・一

400"＼

＼"i"・ 1需

800,,＼1

＼,,1"
臨

1600,,＼!

＼,.i"

3200,,＼

＼"・"一

6400,,＼

＼1,,＼,,
■

縁酵
0.3cclO.3cqiO.(6ca麺 …

・一 一i-一 一'一一1`e

・… 混ii≡

●,,●

重,

PP"湯i十 十一

　

,,・,,煎1畳

1・15L_

　 　 　

li}÷1禽li
T.D.「

ヘ モ リ ヂ ン」使 用 量((LD・)=5-

・㌧ 響 倍器

=120倍 ・・

和 ・=
　ロ 　

37。L_

Ci≡

表中(一)ノ 記號ハ溶血 ヲ示 シ、(十)ハ溶血阻止 ヲ示 シ

テ居ル。溶血 ノ程度ヲ大麗肉眼的二四分スルコ トハ容

易デアル。柵ノ・四分 ノ三程度ノ不溶血 ヲ意味 シ、督ニ

ハ溶血阻止 ト溶血 ノ程度 が相牛バスルヲ示 ・y、柵spハ
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第4表 「アンチゲyJ自 家抑制 ト使用量 ノ測定

猿 備 試 験
囑

「アソチゲソ」

繁 罧倍数}量

15倍海1生理的
復補脇食聾水

内湯
容煎

鰐
禦
蚕

感 作
血 球内煎

藩
禦
蓋
湯

結果'

寵一一原 0.3GO 0.1500
[0
.850G 0,2co

2倍 ,D ,, ●,

一■

,, 十}・

4,, ,● ●, DD ,●

■

冒
1 8,. DD D, ,, ,, ≡

16,. ,●'」 ●, ,D ,,
τ
==

「ア ソチ ゲyJ使 用 量(G.D.)=3×2

=6倍

大部分瀞血阻止デ痕跡 ノ溶血作用 ヲ呈セルヲ表ス。

郎チ、「アyチ ゲン」ノ使用量ハ自家抑制 ヲ示サ")1/最

大量ノ牛量ヲ取,レ。本「アyチ ゲソ」ハ大膿2倍 乃至16

倍稀粍倍敷デ使用スルコトが出來ル。、

第5表 本 試 験

使用量
非働性 「アソ管
血 清 チゲ

ン'」

1

15倍

補盟

原
0.la

0.3aα

5倍π

0.1.

皿

IV

▼

VI

15倍

0.1,

原

0.1,

0.3.

0.15aq

,,

内

容

混

和

37

C

重

湯

煎

30

分

間

O

的
水
理
璽
生
食

出π0

臥㎝

臥㎝

臥ω
●

臥㎝

1.15,,

感作
血球

0.2㏄ し

,,

内

容

混

和

37

C

重

湯

煎

15

分
-間

IVノ・血 清 ノ封 照。 .

vハ 「ア.yチ ゲ ソ」封 照 。

VIハ 溶 血 系統 封 照 デ ア ル。

V、VIノ 封 照 ハ 全膿 ヲ通 ジタ モ ノデ、 毎 同 唯 一 ツ宛 併

置 スL!バ ヨ イコ トハ云 フ マ デ モ ナ イ。

IVハ 血 清 封 照 デ アル カ ラ各 血 清 二es・yテ 必 ズ 併 置 ス

ル必要 ガ ア ル。 其 他 陽 性 、陰 性 ノ封 照 或 ノ・食 盤水 ノ封

照 等 ハ適 宜 二併 置 ジテ モ ヨ イ が、習 熟 シタ嚴 密 ナ操 作

ノ下 二行 ノ・レタ試 験 デ ハ殆 ド併 置 ス,レ必 要 ヲ 認 メ ヌ

i野照 デ ア ル。 ・

余 等 ノ從 來 行 ツ タ結 果 カ ラ云 ヘ バ、一干 幾 百例 ノ中血

清 封 照 が 自家 抑 制 ヲ 示 シタ 場 合 ハ僅 カ ニ3例 二過 ギ

ナ イ。

本 試 験 ノ結 果 、第 一 試 験 管 ノ ミが痕 跡 ノ溶血 阻止 ヲ示

セ ル場 合、 加 チ(榊 ゆ)二 相 當 ス'レ噂 ノハ、難 間 反 慮 、

(士)デ 、 ソ レ以 上 ノ触 ノハ(十)ト ス ル。 第 一 試 管 及第

二 共 二溶 血 阻 止 ヲ示 ス モ ノノ・、 中 筍度 腸性(什)、 第 一

試 管 目 リ第三 マ デ 熔 血 阻 止 ノ ア ル モ ノハ 張 腸性(搬)

トス ル。

本 反 慮 ニ ハ必 ズヱ 氏 ノ 倣 毒 反 感 ヲ併 行 ス可 キ毛 ノデ

アル。 元 來 、徴 毒 ヲ訟 噺 ス ル コ トガ本 反 慮 ノ本 意 トス

ル画 プ ナ イが、 本 「ア ソチ ゲ ソ」ヲ使 用 ス ル ト、微 毒 血

清 二劉 シテ殆FIOO%ノ 非 特 異 的陽 性 反 臨 ヲierテ 來

ル ヵラ、 徹 毒 二封 ス ルヱ 氏 ノ反 慮 ヲ併 置 シテ、ヱ 氏 餌

鷹 陽性 ノ場 合 二本 反 慮 陽 性 ヲ呈 ス ル場 合 ニ ハ、ソ レガ

果 シテ徽 毒 ニ ノ ミ俵 ツ テ 起 ッ タ 非 特 異 的 賜 性 反 感 デ

アル カ、或 ハ徹 毒 二結 核 ヲ合 併 セ ル所 謂 複 合 感 染 デ ア

ル ヵ ドウ カ ヲ決 定 シナ ケ レバ ナ ラ ヌ コ ト・ナ,レ。此 ノ

鑑 別 法 ハ、 後 章 二詳 凱 ス ル が、兎 モ角 モ、 徽 毒 反 磨 ヲ

併 置 シテ行 フコ トが便 利 デ モ ア リ必 須 ノ事 柄 デ ア,レ.

但 シユ 氏 ノ徽 毒 反 慮 モ、全 ク結 核 二於 ケ ル本 反 磨 ノ術

式 ト同標 二行 ツ テ、極 メ テ簡 便 二 明確 二途 ゲ得 ラ レル

コ トハ、 余 等 ノ・敷 百 例 ノ微 毒 血 清 二於 テ他 ノ術 式(例

ヘ バ ブ ロー ニ ソグ或 ハ コ)Vメ,レ 氏 等)ニ ョ2V成 績 ト比

較 シテ何 等 ノ相 違 ヲ見 出 ヴ得 ナ カ ツ タ 事 實 カ ラ 推 シ

テ信 ジテ疑 ハ ヌ良 法 デ ア ル ト思 フ。以 上 ノ方 法 ニ ヨツ

テ結 核 ト徴 毒 トノ補 髄 結 合 反 庶 ヲ行 ハ ソカ、少 シク智

熟 スt・バ1圓 、50乃 至100例 ノ検 査 ヲ 終 へ2vコ)`ハ

難 事 デ ノ・ナ イ。

操 作 法 二關 シテ 、倫 ホ注 意 ス可 キニ 三 ノ鮎 ・・、 補 盟 、

感 作 血球 及 被 検血 清 二要 ス ル 「ピペット」ノ・1滴0.05aa

二相 當 ス ル ヤ ウニ製 作 シタ モ ノ ヲ使 用 ス ル ト正 確 二

且 迅 速 二操 作 ガ行 ハt!ル 。 滴 状 二注 加 ス ル場 合 ・・「ピ

ベット」ノ支 持 ノ方 法 ヲー 定 ニ シナ ケ レパ、滴 ノ大 サ が

相 違 シテ結 果 二不 同 ヲ起 シ テ 來 ル カ ラ、 毎 常 垂 直 二

「ピKッlr」 ヲ支 持 シテ滴 下 メ ル ヤ ウ注 意 ス ル。 被 槍 血

清 用 ノ 「ピペット」ノ・各 々、 新 ラ シ イモ ノ ヲ使 用 メ ル必

要 ノ・ナ イ、2、3同 食 盤 水 デ洗 へ7t・一・・本 デ事 足 リル.
ロ

術 式 ヲ行 フ ニ ・・、金 隔 性 試験 管 垂 デ、前 後 二 列 二12個

宛 ノ穴 ヲ穿 テ ル モ ノ デ、各 穴 ノ直 裡1.6㎝ トメ ル。試

験 管 ノ内 裡1.2cm長 サ8.Ocmノ 小 型 ノ モ ノ デ ヨイ。,

試 験 管 ガ除 リ小 サ イ ト、内容 ヲ混 和 ス ル場 合 二容 易 デ

ナ イ。叉 試 験 管 ト垂 ノ穴 ノ大 サ ニ相 當 ノ絵 裕 が ナ ケ レ

バ、 コ レ叉 、内容 ノ混 和 二骨 が折 レル。 以 上 ノ注 意 デ

作 ラ レタ モ ノナ レバ 、各 要 素 ヲ注 加 シタ後 二、 試 験 管
　

垂ノ雨蝿 ヲ交互二持ツテ、少時巧妙〒振盈スレバ、共
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,

ノ内容 ハ迅速ニー庸 ニ ヨク漉和セラレル。一ツヅ ・

「ピAvblデ 内容 ヲ渦和ス)Vナ ドハ繁雑デ
、操作二予

間ガ トレテ甚タ'面白〃ナイ。

感作血球 ヲ作ル昌ノ・、使用量昌稀糧セラレタ 「^モ リ

ヂン」ト4%山 羊血球浮液ノ等畳 ヲ各々成ル可〃大ナ

試●管二探ツテ迅遽 二且ツ卒等二混和スル。

■謁煎ノ温度へ 勿論蝕轡 呂振氏37度 デアツテ懲ン

イ(高 々0・5度 程度 ノ差員二止メル).特 昌糠備試融s

へ 重湯煎ノ温度二注意ス'レ。像備試験 昌重湯煎 ノ温

度 ガ38度 デ、本試験 二37度 ト云ツタヤ リ方 ハ甚 グ面

白クナイ。

猿備試験 ト本試験 トノ温度バー致 シテ居 ナクレバナ

ラヌ0・5度 以上 ノ差異ガアツテ・・綿密 ナ試験 ハ出來

コ。此 ノ目的二余等ノ・特別二考案 シタ量湯煎 ヲ使用シ

テ居ル。換備試験 ト本試験 トノ間ノ時間ハ4時 間以上

ヲ鍾過メレバ往 々、此 ノ間二、補髄債 ノ減弱 ヲ起シ

テ、結果 ハ明確 二行 カヌカラ、斯 カル場合 ハ、猿備試

●ヲ改メテ行 フ必要 がアル。

●毒反庶ノ「アンチゲン」ハ牛心二10倍 量ノ純酒情 ヲ

加^テ24時 間時 々振re・yテ浸出・yPt濾液10aa=封er

テ1%ノ 「コレステ リン」酒精蒋液1.2cqノ 比 二加^

ル.コ レハ、必ズシモ毎同使用時二製出スル必要ハナ

イ。膜メ混和 シテ置ケバ結構デアル。唯冬季デ、甚ダ

寒冷 ノ時 へ 潤濁 ヲ生 ズルコ トがアル。斯カルモノハ

使用ヲ避ケル。此 ノ「アソチゲソ」ヲ生理的食璽水デ5

倍 二分劃的稀繹法 ヲ行 ヒ、之 ヲニ進法倍数稀糧デrア

yチ ゲソ」ノ自家抑制 ヲ計ツテ使用量ヲ定メル。 大髄

2倍 乃至8倍 ノ・其 ノ使用稀糧倍数デアル。

余等 ノ法デノ・、云フマデモナク、第一二「^ラ リヂソJ

ノ使用量 ヲ決定シ、次二使用量 ノ「ヘモリヂソ」ヲ使用

ンテ、「アンチゲン」ノ使用量 ヲ決定 シテ本試験二移ル

毛ノデ、「ヘモリヂン」ト「アンチゲン」トノ使用量ノ・試

験ノ都度、必ズ行 ノ・ネバナラヌ。補髄ハ常二15倍 二

稀霧 シタモノヲ使用スル。

本試験ノ結果、(±)ノ 反感ハ臨駄上 ノ所見 ト比較考察

シテ決定ス可キコトノ・、ヱ氏ノ徽毒反慮二於ケル ト同

棲デアル。叉、疑問反慮 ノ時・・、更二繰 リ返 シテ反慮

ヲ行 フ必要モアル。

倫 ホ、結核血清デ時 トシテ陰性 ヲ示スモノハ、一定 日

時ヲ経 テ今一度試験 ヲ繰 リ返 ス ト云フ注意モ必要デ

アル。

「アンチゲン」ノ使用量測定二就 イテ注意 ヲ違ベテ置

　

カルノtナラ]コ トノ㌔余箪 ノ臨備民1陰ノ測定法ノ㍉ 倍

漣法稀糧 ノ形式 ヲ探ツテ居ルヵラらrア ンチゲソ」ノ自

家抑制 ヲ起サ翼最大量 ハ澱密=iA… 〆例^バ 第4表

昌就 イテ見ル 三「アンチゲン」ノ2倍 糧漏 卜4倍 穏騨

ノ中間昌アルモノト惣メラレ〃.其 ノ糧漏倍激ノ算定

法ハ、次ノ如キ方怯デ得 ラレル.

前遠 ノ如 ク、渚血程度 ヲ肉眼的昌大燈4分vテ 観察ス

ルノデアルカラ、之 ヲ分璋 トヴ.不瀞血種度 ヲ分子 ト

ナヴ、之 二,完 金瀞血 ヲ起 γタ最小循霜倍敷 卜不完全

瀞血 ヲ起ヴタ最大稀霜倍鼓 トノ差 ヲ衆 〃タ愚ノニ不

完金瀞血 ヲ起 ス激 大稀霜倍倣 ヲ卸^レ 〆完全箱陰 ヲ

起メ最小稀糧倍販 トナル。卵チ.詳 ヴ〃.式 デ示シテ

見ル ト、
2

`(不 完金瀞血 ノ種度(什二)

×{4(完 全溶血 ノ最小稀霜倍敷)
-2(不 全溶血 ノ最大稀霜倍歎)}

+2(不 全溶血最大褐霜歎)

此 ノ商二、2ヲ 乗 ジタモノザ「アソチゲソ」ノ使用稀即

倍数 トナル。「ヘモ リヂン」ノ完全瀞血 ヲ起メ稀糧倍数

ノ算定モ全 〃之 ト同榛 ノ方法 二從ソテ居〃.余 辱ハ.

斯 〃ノ如 キ算定法 ヲ探 ツタ理由ハ、使用要棄量ヲ成ρ
'可
ク嚴密 二測定 シテ陽性比李ヲ高メ且 ツ共 ノ結果ヲ

出來得ル限 リ劃一的ニスル錫デア〃.

(2)「 ア ン チ ゲ ン」問 題

結核補禮結 合反慮胚胎期 ヨリ今 日マデ、厩 二相

當 ノ長年月 テ縄 テ居 ル。其 ノ間 「ア ンチゲ ン」ト

シテ使用 セラ レタモ ノへ 實 昌枚 畢 二逞 ナ シ ト

云 ッタ恰好 デアル ガ、之 ラ煎 ジ詰 メテ見 レパ、

大盟次 ノ通 リデアル。

(i)死 滅 結核 菌 二色 々ナ操作 ラ巧E二 施 シテ得

タモ ノ。

(ii)結 核 菌 ノ培 養 ニ ヨツテ得 タ主 トシテ其 ノ登

育 ニ ヨル菌 産生饅 外毒素 ニ ヨルモ ノ。

(iii)完全 ナ菌盟 ラソノマ ・使用 スルカ。

(iv)菌 艦 卜其 ノ産生毒素 ラ併 用 スル所謂全免疫

元。

(v)菌 盟 テ種 々 ノ方法 デ浸 出 シテ主 トシテ其 ノ

浸 出性艦 内毒 素 テ使 用 スル カ。

ノ何 レカニ ヨル モ ノデ アルガ
、各 々、創 始 シタ

モ ノへ 相當 二掲 自 ノモ ノテ推 賞 シテ居ル ガ
、

遺憾 乍 ラ・追試者 ノ結果 ハ ソレ程 二好 マ シクナ
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イ。 從 ツテ未 グニ公定的 ト認 ノ ラレル程 ノ「ア

ンチゲ ンヨハ皆無 ト云 ,ツテ ヨイ。

額 ツテ考 ヘ テ 見 ル ト、 結核 ノ補膿結合反慮 ノ

「アンチゲ ン」ト唱 ヘ ラレルモ ノハ
、從來 多種多

様 二現 レテ居 ルガ、元來 「アンチゲ ン」テ製出 ス

ル結核 菌 ソノモ ノガ既 二甚 グ多様性 デー定 ノモ

ノデナィカ ラ.斯 カル事態 テ惹起 スコ トハ當然

ア ア ルo

結 核補禮結合性 「アンチゲ1ン」ノ良否 ハ別問題 ト

シテ、早 イ話 ガ、結核性 「アンチゲ ン」トシテ唯

一 ノ訣貼 ト思 バ レルコ トハ
、徽毒血清 二封 スル

交錯性 陽性反慮 ノ出現 スルコ トデアルガ、此 ノ

問題 二就 イテス ラモ實 二議 論 ガ檬 々 デアル。

嘗 テ、 ワ→セルマ ン氏 ガ徽 毒 二反慮 シナ イ結核

牲 「アンチゲ ン」テ創製 シ得 タ ト報告 セラ レタガ

(自分等 ハ 其 ノ製剤 ノ成 リ立 チカラ考 ヘテ就 二

當 初 カラ噺然 ソンナ筈 ガ アリ得 ナ イ ト考 ヘテ居

タ)、其 ノ後 ノ追試者 ノ結 果 ニヨッテ美事 ニ ワヲ

セルマ ン氏等 ノ提唱 シタ塵 ガ間違 ツテ居 タ ト云

フコ トガ明 カニ立詮 セラ レタ。其他、Neuberg

u.Klopstock(4)Witebsky,Klingensteinu.

Kuhn,`5,Bluhmenthal(6)氏 等 ノ 「ア ンチゲ ン」

モ徽 毒二反 慮 シナイ ト唱 ヘ ラレタガ、追試者 ノ

多歎 ノモ ノへ 徽毒 二陽性反慮 テ呈 スル コ トテ

報 ジテ居ル。著者等 モ、實験 ノ結果、是等 ノ「ア

ンチゲ ン」二於 テ モ必 ズ徴 毒血清 二交錯 陽性反

慮 ラ示 スモ ノデ アル ト信 ジテ居 ル。唯、徽 毒 二

陽性 テ呈 スル比李 ノ大小 ト多寡 ノ相 違 二過 ギナ

イ。

線 ジテ、 徽 毒 二反磨李 ノ砂 イ結核性 「ア ンチグ

ン」ハ.結 核 二封 スル反慮李 モ大 イニ減 弱 スル。

短所 ハ比較的紗 イガ.長 所 トスル虐 二訣 ケタモ

ノ トナツテ來 ル。

・一般的 二謂 ヘパ
、結核性 「ア ンチグ ン」ノ優秀 性

ラ測 ルー怯 ヘ ソ レガ ドノ程度迄、徽 毒血清 二

反慮 スル ヤ否 ヤ ラ見 レバ早分 リガスル。

徽毒血 清 二100%陽 性 テ呈 スル 結核性 「ア ンチ

グ ン」ナ レパ、 ソ レへ100%優 秀 ナモ ノ トシテ、

結 核 ノ診断 二封 シテモ極 メテ優秀 ナ成績 テ上 ゲ

得 ラ レルモ ノ ト看倣 シテ ヨイ。徽 毒 ト結核 トノ

關係 二就 イテハ、後 准更 ∴詳細論議 ラ加 ヘル。

結核補禮結合反慮 ノ成纏 ノ良否 ラ支配 スル第一

ノ原因 ハ「アンチゲ ン」ノ性能 ノ良 否 ト云 フコ ト

デアル カラ、 「ア ンチゲ ン」トシテ最 良 ナルモ ノ

ラ得 ル要項 二就 イテ柳 力詳記 スル必要 ガ アル。

◎菌株 問題

線 ジテ、毒力 ノ張 イ新 ラシク分離 シタ結核菌株

ハ、 血構學的免疫 元 トシテ ノ能働 力 二乏 シイ。

余等 ハ嘗 テ、東京市療 養所 二於 テ,肺 結核 患者

喀疾 ヨリ約100絵 株 ノ結核 菌株 テ分離 シテ其 ノ

能働力 テ比較實験 テ行 ツタコ トガアツタガ、菌
へ

株 ニヨツテ、甚 グ シク能働力 二相異 ラ認 メ、概

シテ強毒 ナモ ノへ 容 易二優良 ナ免疫元 トナ リ

得 ナ イ ト云 フ事實 テ認 メ得 タ。此 ノ理 由ハ、色

々二考ヘ ラレル ガ、其 ノ内 ノ有力 ナー ツハ、毒

力 ノ強 イ菌 株 ハ、登 育 ガ概 シテ緩徐 デ アル ト云

フコ トガ注意 スベ キコ トデアル ト思 フ。

然 シ乍 ラ、分離當初 二於 テ「アンチゲ ン」性 ノ極

メテ薄 弱 ナモ ノモ、培養 テ次 第二重 ネルニ從 ツ

テ「ア ンチゲ ン」ノ能働力 テー定度 マデハ檜強 シ

テ來 ルモ ノデアル。此 ノ課 モ、色 々考へ得 ラレ

ル ガ、培養 ラ次 第二重 ネルニ從 ッテ、多少 トモ

菌 ノ璽 移 テ起 シテ、其 ノ毒力 ナ ドモ減弱 スル ト

云 フコ トガ、其 ノー ッ ノ原因 デアル ト思 フ。(第

6表)

血 清學上 二良好 ナ「ア ンチグ ン」ラ得 ル爲 ニハ、

或 ル程度慶 移 シタ弱毒菌株 ラ撰 プコ トガ必要 デ

アル トー般 的 二云 ツテヨイ ト思 フ。但 シ、愛移

ノ度 ガ過 ギル ト、急速 二「アンチグ ン」トシテノ

能 働力 ノ減退 テ起 スコ トガアル カラ、「適切 ナ痩

移菌 テ撰 ンデ、其 ノ墜移 ノ状態 ラ安定 スル コ ト

ガ最 モ必要 ナ事項 デァル。」

◎患者 ノ血清 ト菌株間 二特別 ノ關係 ハ認 メラ レ

ヌ。此 ノ意 味ハ、某血 清 二甲「ア ンチゲ ン」ガ彊陽

性 二反庶 スルガ、乙 「アンチゲ ン」ラ『ハ微弱 デ ア

ルガ、更 二他 ノ異 ナル血 清 二封 シテへ 甲 「アン

チゲ ン」ヨリ乙 「ア ンチゲ ン」ノ方 ガ強 ク反慮 ス

ル ト云 ツタヤ ウナ現象 テ示 シテ居 ル。若 シ斯 力
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第6表 菌株及培養ヲM.t・aモ ノ・能働力比較

菌 株

1
_____⊥ 一_r___.

「

薗株分
離年月
L

分離宿
時ノ能
働力

分離後倣年間経過

詣課塾協嚇
植 ヲ■ ネタ モ ノ ・

能 働 力一-

第1梱 葦甜 納 良 優 秀

藁2縁1,「 一
一 一一 窃

甲一

徽 弱
●

一 噂

可

第3株
1

,● 微 弱
一
可

一 一

第4株
},
1⊥ 可 良 優 秀

第5株}一一 に し 一

董 墜 昌 ⊥_.

僅 微

輌}可
▼ ▼ 一曹_

納 可
_曹 畠一 一

納 可
一 門

第7株i,, 薄 弱 61∫ 良

σ

ル現 象 ヲ起 スモ ノトス レバ、 優秀 ナ 「アンチゲ

ン」ヲ得 ル爲 三へ 非常 ナ難澁 ガ生 ジテ來 ル。多

歎 ノ菌株 カ ラ比較的各種 ノ血情 二封 シテ陽性李

ノ張 イ」とノチ撰 ピ出 シ テ多株 混合性 「アンチゲ

ン」テ求 メル必要 モ起 ッテ來 ル。或 へ 優秀 ト思

バ レル ニ、三 ノ「アンチグ ン」テ使用 シテ補禮結

合反 慮 テ併行 セネバ充分 デナ イ ト云 フコ トニモ

ナッテ來 ル。斯 ウシタ意見 ラ持 ツテ居 ラ レル方

ハ、現在 二於 テモナ イデハナ イ。例 ヘバStein

u.Schachswarly`7⊃ 氏 ノ如 キモ其 ノ1人 デアル。

著者等 モ菖 「アンチゲ ン」テ製 出 シタ當初 二於 テ

ハ、 ヤハ リ、 コンナ推測 ラ持 ツテ居 ツタ。從 ツ

テ、比較的陽性率 ノ多 イ菌株 テ七種 類撰 ンデ、

其 ノ混合 「ア ンチゲ ン」テ製出 シテ使用 シテ居 ツ,

タ ガ、其後多年 二亙 ッテ多激 ノ實験例 二就 イテ

比較 シテ見 ル ト、前述 ノ如 キ想像 ハ全 ク當 ラナ

イコ トガ明白 トナ ッテ來 タ。即 チ、某 血清 二封

シテ陽性度 ノ強 イ「ア ジチゲ ン」ナ レバ、必 ズ李

等 二他 ノ血清 二封 シテモ同様 ノ反慮結果 テ示 ス

モ・ノデ塾此 ノ關係 バー般血 清ユ封 シテ普通的 デ、

一 ツ ノ血 清 二反磨 ノ弱 イモ ノハ
、其 他 ノ血 清 ニ

モ亦 同様 デアル。故r、 結核但i[ア ンチゲ ン」二

多株 混合 「乳 ンチゲ ≒」テ使用 ネ ル ト云 フコ ト

ハ、全 ク無意 味 ノコ トデ、優秀 ト思 バ レル菌 株

テ唯マ ツ撰 宮デ「アンチゲ ン」ラ製出 スレバ事 足

リノ1レ。1._.、 、

尤 モ、余等 パ アンチゲ ン」ハ菌 ノ禮 内、禮外毒

素 テ全 ク合 セテ居 ル全免疫元 デ アルカ ラ、.斯ウ

シ郷 費 ・起 ラナ ィノカモ知 レヌ。鯖椥菌 二從

贋 スル物質 ヲ部分的 昌使用 シタ乎アンチゲ ン」ラ

使 用 シク場 合 ∴ハ、戒 ハ前逮 シタ想像 二類 ス癬

ヤウナ場 含 がアリ得 ル カ モ 知 レヌ広 斯 カル

「アンチゲ ン1ハ 、orr一 優 秀性 ノ鋏 ゲ タモ ノデ'ア

ル カ フ、實際 ∴使用 λル ∴不適當 ノそ ノデ アル・

◎優 秀 ナrア ンチゲ ン」熔 易;得 ルE=… 一

程度壁 移 シタ菌株 ヲ撰 ブ卦 ガ最 硝 腰 デア

ル。 ト同時 ∴、壁 移 シタ状態 テ其 ノ儘 昌安定

ノ
セ シ ム ル コ トア ア ルo

前述 ノ通 リ、 「アンチゲ ンノ 能 働力 ハbl鰍 ニ

ヨツテ甚 グ シク相蓮 スルモ ノデ アル コ ト・・確實

デ、強毒 ノモ ノヨリモ、弱 毒 ノモ ノ ・方 ガ◎ ・一

般 二容 易 二「アンチゲ:'」 トシテ使用出來 ル コト

モ確 實 デアル トス レ・㌔ 成熟 シタ典型 的張 毒結

核 菌 カ ラ弱 毒乃 至無 毒歌 ノ髪 移菌 トナル迄 ノ闘

二必 ズ最 モ強烈 ナ「ア ンチゲ ン」能 働力 テ蛋 揮 ス

ル菌株 ガ アリ得 ル筈 デ アル トノ想定 ノ下 二.久

シク努力 テ 重 ネテ來 タガ、此 ノ願望 ヲ 余等 ノ

S.T.「 ア ンチゲ ン」ニヨツテ完全 二備 ス コ トガ出

來 タ。

更 二極端 二璽 移 シタモ ノデハ、又 「アンチゲ ン;,

性 ハ極 メテ薄弱 ナル カ或 ハ殆 ド無債値 ノモ ノト

ナツテ來 ル。
t
、

今 、t眩=余 等 ノ方法 ニ ヨツテー種 ノ愛 移相 ニ デ

ル結核 菌株 ヲ得 タ トスル。時 トシテハ チー ル、

冬ル虻 ヒ氏或 ハモニ 些、 ガペ,ト 氏等 ノ染 色注

デ全 ク青染 セ ラ レル微 細 ナ穎粒歌 テ呈 シタモ ノ

(余等 ハ之 テMikrokokkusTuberkulosaSqu-

alenanachKogamiト 唱 ヘ テ居ル。》テ得 ル。

此 ノ状1ン 穎粒状 ノモ ノe普 通寒 天斜面 二培養

シテ得 タ純培養 テ「アンチゲ ン」トシテン・
、其 ノ

能働力 ハ薄弱 デアル。 ソ レヨリ次 第 二、青 ノ桿

菌歌 テ呈 スル ニ至 ッテ、∫アンチゲ ン」能 働力・ガ

檜強 シテ來 ル。更 二、適當 ナ培 地 二移植 シテ、耐 鰯

抗酸性 テ帯 ピタ特異 ナ慶 移相 ニ アル菌型 ハ.最

モ強烈 ナ「アンチゲ ン」能 力 デ嚢揮 スル モ ノデ ア

ノレo

更 二此 ノモ ノヨリ、次 第 二成熟 シタ典型 的結核
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菌 二近 ヨル ニ從 ツテ「アシチゲ ン」ノ能働 力 ガ薄

弱 トナツテ來 ル ノガ』般 的 ト看倣 シテ ヨイ。(第
●7表》

第7表 成熟結核菌ヨリ種 々ナル愛移相 二於

ケル菌種間ノ補盟結合反慮ノ比較(重 田株)

!

菌ノ難 度1騰

}

「ア ン・
』
チ ゲ

ソ」稀

糧 倍 鼓
1

補盟結合反慮
血清稀糧度
肺結核
息者血
清

結核
家兎

治 療 前 原 菌 30日 原 1:15 1:30

騰 豊脇 培陛間4.5倍
1

1:60 1:150

器 性柵 性i28時璽"
1:30 1:60

曝 非抗醐3・ 賄6ρ" 1:15 1120

1
「コ畢ヂ勢 灘6・ 騨5" 1:8 1:15

調 ノ難 菌ト;38醐8島
1:60 1:145

◎優秀 ナ「ア ンチゲ ン」ハ耐冷、耐熱性 デ ヨク長

期 ノ保存 二堪へ得 ルモ ノデナケ レバナ ラヌ。

寒冷 二遇 ツテ直 グ慶 化 テ蒙 ッタ リ、滅菌操作 テ

施 シテ其 ノ能働 力二髪動 ラ起 シタリ、或 ハ長期

貯藏 ノ場合 二、次 第 二能働力 ノ低下 テ示 スヤウ

ナ モノデハ、使用上甚 グ不便 デ、色 々 ノ鐵 カラ

見 テ、決 シテ優秀 ナ完全 ナモ ノ トハ云 ヒ難 イ、

余等 ノS.T.ハ 此 ノ方面 二於 テモ全 ク難鮎 テ認

メナィ。(第8表)

第8表ST.ノ 耐熱、耐冷性及長期保存b

補盟結合反慮ノ比較(重 田株)

製 出時5/M3.,試 験時2/il3s

補慌結合反..血 清
稀葎倍数

ケ レバ ナラヌ。

余等 ノS.T.「 ア ンチゲ ンJハ 、特異性 ノ極 メテ

優 秀 ナモ ノデアル ガ、遺憾 乍 ラ、徽 竃血清 二射

スル交錯 的陽性反慮 ラ起 スコ トガ殆 ド100%デ

ァルガ、結核性 「ア ンチゲ ン」デ徽毒 二反慮 シナ

イデ優秀 ナモ ノテ得 ル ト云 フコ トハ絶封 二不可

能 デ アル カラ、徽 毒二封 スル非特 異的 陽性反慮

ノ出現 ハ、結核性 「ア ンチゲ ン」ノ優 秀 デアル カ

否 カテ定 メル コ ト∴封 シテ何 等 ノ意味 ガナィ ノ

こナ ラズ、 徽 毒 二封 スル陽性李 ノ多 イ 「ア≒チ

ゲ ン」程,一 般的 二優秀 ナモ ノデ アル ト判断 シテ

ヨイ。

次 二、從來著明 トナ ツテ居 ル 各種 ノ「アンチゲ

ン」ト余等 ノS.T.ニ ヨル補盟結合反慮 ノ結果 テ

掲 ゲ テ如何 二其 ノ能働力 ノ卓越 シテ居 ルモ ノデ

アル カラ判噺 シテモ ライタイ。(第9表A及B)

本 比 較實験 二供 シタ材料 ハ、活働性肺結核患者

血清35例 、徽毒患者血清27例 、発疫家兎1例

ア ア ルo

第9表(A)各 種 「ア ンチ ゲ ソ」能 働 力 比 較

操 作 方 法 肺結核患
者 血 清
(1)

室鵬 所臓 囁1)
レ

氷 室 貯 藏

100度 二30分 宛
10同加熱

ll・15
、.什 、、)
一

1:15

(什 二)

同

(2)

健康人血 清

鴇

新 ..調

1:30

冊

罐)1

1:30

、13tr。1一一
柵6

使 用tlレ1ア ン{
チ ゲ ン」名 結 核 患

者血 澗

N6greetB・uqueti1・1011≡20

1・131・ ・2・

Witebskyu.

Klingenstein

鮎 華 購1:i31・:2・

兎
血
稔

家
疫
一1

◎ 優秀 ナ「アンチゲ ン」ハ、特異性 ノ極 メテ強 イ

モノデ、非特異的陽性反慮 ノ起 ラヌモ ノデナ

■

第9表(B)各 種「アンチゲソ」ノ活働性

肺結核及徴毒二封スル陽性率

「ア ン チ ゲ ソ」名
陽 性 率

肺結核 障 毒

Petm鉦 一一 一}

WassermannTetra.

linPraeparat

N6greetBouquetl83%145%
80,,142,,

62.5,, 56,,

Neube「g

KY6P,t..ki62・5"ilor2・"

Witebskyu.
Klingenstein

Besredka

S.T.

6・";・ ・"

il75,,53,,

93,,100,,
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第9表(B)二 於 テ、 ワ ッ裏 ル マ.ン、 ノ イペ1ヒグ、丑 旦

プ ス トック、ベ ス レ ドカ氏 箒 ノ「ア ン チ ゲ ソ」二 冒ル紹

果 へ 文 厭 上 ニ ア ル最 商 率 ト、最 低 ノモ ノヲ不 均 シテ

掲 ゲ タ。 即 チ、.yッ セJVVγ 氏 「テ1・ ラ リ ソJ製 剣 ノ活

働 性結 核 二於 テ ハjanssen(8)ノ88%トMylin8ω ノ37

%ノ 不1均 ヲbリ 、徽 毒 ハVo8/42%トMontemartini

/70%ノ 不 均 倣 、 ノ イベ ル グb〃 ロプ ス ト ッ〃 ノ モ ノ

ハ活 働 性 肺 縞 核 二於 テKloP8tocku.Neubergao》 氏 算

ノ85%トHtimelu.Horste1μ1)氏 算 ノ40%ノ 不均 、

傲 毒 二於 テ へNeubergu.KlopstOck氏 等 ノ報 ジタ

章 ヲ揚 ゲタ。 ベス レ ドカ氏 ノモ ノ ハ、活働 性 紹 核 二於

テ ハ、Harmuzachi(12}ノ50%1・KatZu.Rabinowitsch(ls)

氏 等 ノ100%ノ 卒 均 デ、 徽 毒 ハHorowitzu.Wlasso.

waa4)氏 等 ノ90.5%RabinowitSchq5}氏 ノ16%ノzF均

デ アル。次 二余 等 ノ使 用 シタ諸 家 ノ「ア=ソチ ゲ ソ」ノ製

出法 ヲ要 記 ス レバ、

Petroffくle氏 「メ チ ー'レ」酒 精 「ア ンチ ゲ ン」

「グ リセ リ ソプ イ オ ン」約1月 培 養 人型 結 核 菌 塊 ヲ1・

リ、 溜 水 ニ テ ヨク洗 溝 後 、 乾 燥 粉 末 トナ ジ、共 ノ1%

溜 水 液 ヲ作 リ、 之 二1.0蝿 ノ「ア セ トソ」 ヲ加 ヘ テ24

時 後 濾 過 シテ結 核 菌 ヲ乾燥 シ タル後 、結 核 菌 ガ1%b

ナ ル 程 度 二 「メ チ ー一・Iv」酒 情 ヲ加 へ 、37度 ノ血 温 二48

時 間 貯 蔵 シテ其 ノ濾 液 ヲ「ア ソ チ ゲ ン」 ト シテ使 用 ス 。

NさgreetBouquet(1η ノ「ア ソチ ゲ ソ」

6週 間 「グ リセ リ ソプ ィオ ソ」培 養 ノ 人型 及 牛型 結 核

菌 ヲ温 熱100度 二1時 間 牛 加 熱消 毒 濾 過 、溜 水 二子 洗

漁 後b乾 燥 、 次 二1瓦 ノ菌 二封 シテ 「ア セ トソ」ヲ100

caノ 比 二加 ヘ テ24時 間浸 出 後 乾 燥、 次 二純 「メ チー

ル 」酒 精 デ10-12日 間37度 二貯 蔵渡 出此 ノ間 時 々振

盈 シテ濾 液 ヲ使 用 。

Witebsky,Klingensteinu・Kuhn氏 「ア ンチ ゲ ン」

人 型 結 核 菌 「グ リセ リ ン」肉汁 培 養 約1ケ 月 ノモ ノ ヲ

温 熱100度 二1時 間 加 熟 消 毒 後 、 濾 過 、溜 水 ニ テ洗 漁

後 、 乾 燥 、 粉 末 トナ ヌ。 此 ノ乾 燥 粉 末1瓦 二va・yテ 、

96%酒 精20aα ヲ加 へ、 逆 流 冷 却 装 置 ニテ加 熱 浸 出6

時 間 、次 二食 盟 及 氷 ノ混 合 物 内 二入 レテ数 時 間 冷 却 シ

テ濾 過 ス ル。 残 渣 二 「ビ リヂ ソ」ヲ加 ヘ テ 油 浴 上 ニ テ

「ソキス レット」ヲ使 用 シテ歎 時 間 加 温 浸 出 ス ル。「ビ リ

ヂ ソ」ヲ蒸 骸 シテ乾 燥残 渣 ヲ得 ル 。此 ノ残 渣 ヲ「ソキス

vッ ト」二入vテ 加 温「ア セbン 」デ浸 出7・Iv(約1時 間)

「アセ トソ」不 溶 性 ノ部 分 ヲ乾燥 シ、 此 ノモ ノ ヲ 「ベ ン

ソー ル 」二1%ノ 比 二bカ ス。

此 ノ「ベソソール」液 へ 基本的液デアツテ.此 ノー審

量二尉 ヴテ1%「vチ チγJ(メ ル ク)酒精幣液 ヲ0・5ノ

比二加^・Sモ ノヲ「アンチゲンJ/zaMbナ ン,此 ノ原

液 ヲ「ペソソール」10倍 二禰瓢 シ.0。1%ノ 「ベソソー

ル」溶液1・ナヴb之 ヲ可及的迅遮 昌「ペンソー〃」ヲ姦

螢 ヴテ,共 ノ窺澄二茄較前 ノ「ベソソール」液 噂 量ノ

生理的食脆水 ヲ加ヘテ使用スル.

第9表(A)及(B)ニ ヨノテ明示ス〃ガ知 〃S.Te二

駒 レ補髄結倉反慮ノ紹渠ノ・.従 來著明ナ歎種ノ「アγ

チゲソ」ノ何 レノモノ9リ モ活働性締該 二劉スル■性

南ハ大デア'レ。共 ノ能働カバ他 ノ「アソチゲン」二比鞍

er、大禮2倍 乃至3倍 大デアル.

◎優秀 ナ 「ア ンチゲ ン」ハ,菌 或 ハ菌 産生毒棄 チ

分離 ジテ個 々 二部分的 二使 用 シ タ モ ノ ヨ リ

モ、菌艘及 其 ノ産 生毒 禦 ラ完全 二含 ンダ所 謂

全 「アンチゲ ン」ラ使 用 スル コ トデアル。

例ヘ パs余 等 ノS.T.「 ア ンチゲ ン」二就 イテ實

験 シタ結果 二就 イテ述 ペ テ見 ル ト.菌 艘 ノ け

探 ツテ、之 二色々ナ操作 テ加 ヘ タモ ノ ㌧ 「グ リ

セ リン、アル カ リ」卵黄 水培養 ノモ ノラ直 チ ニ培

養液 ノマ ・使 用 シクモ ノトニ於 ケル補盟結 合反

慮 ノ程度 ラ比較 シテ見 ル ト.如 何 ナル場合 二於

テモ、菌盟 ノ ミテ「ア ンチゲ ン」トシタモ ノ ・方

ガ、全 「アンチゲ ン」子使用 シタモ ノ ヨリモ、常

二其 ノ陽性度 ハ弱 イ。 其 ノ故 ハ、菌艘 ノ け 使

用 シタモ ノデへ 菌 ノ騒 育 ニ ヨッテ産 出 セラル

ル儘 外性毒素性物質 ガ訣 除 シテ居 ル カ ラデアル

ト考 ヘ ラ レル。

菌 ノ螢育 ニ ヨツテ産 出 セラ レル毒 素性物質 モ幾

分 ナ リトモ血清 内 二補盟結合性抗艦 テ生 ゼ シメ

得 ル ト云 フ謹櫨 へS・T.菌 ラ「グ リセ リン」肉汁

二培養 シテー定期間 ノ後 二菌艦 テ 生 キタマ ・

・シャ ンベ ラン」濾過管 ニテ完全 二取 リ去 ッテ
、

其 ノ泌液 ノ ミテ家兎 二反復注射 シテ得 タ免疫血

清 へ$・T・ 「ア ンチゲ ン」デ相當 彊度 ノ補艘結 合

反慮陽性 テ示 スガ、菌艦 ノ ミテ探 ツテ「ア ンチゲ

ン」トシタモ ノデハ禮 外毒素 二 封 スル 免疫血 溝

二封 シテハ全 ク陰性 テ示 ス
。

此 ノ結果 カ ラ推 シテ・優秀 ナ 「アンチゲ ン」ハ菌

ノ登育 ニ ヨツテ生 ズル毒素性物質 テモ包含 セル
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モ ノデ、其 ノ抗盟 昌封 シテモ ヨク反慮 シ得 ル程

度 ノモ ノラ探 揮 シナケ レバナ ラヌ ト思 フ。

◎優秀 ナ 「ア ンチゲ ン」ハ、悔常其 ノ能働 力 昌

グ ラツキガナ ク、一定 セ ラレタモ ノデ、且 ツ

其 ノ製出法 ノ容 易ナモ ノデナケ レバナ ラヌ。

嚢 キニ、余等 ハ結核菌 ノ卵黄 「アルカ リ」水培養

ニ ヨル「アンチゲ ン」テ使 用 シテ補盟結合反慮 ノ

賞験 ラ行 ラテ其 ノ結 果 ラ詳細黄表 シタノデ アル

ガ、此 ノ「ア ンチゲ ン」ラ或 ル者 ハ、恰 モ ソレガ

ベ ス レドカ氏!模 倣 デアル カノヤ ウニ、或 ハ≦

ス レドカ氏 ノモ ノ ト同一 ノモノ ト誤解 セ ラレテ

居ルヤウダガ、 ソ レハ彼我 ノ實験 ノ過程 子充分

ヨ リ玩 味精讃 セラ レテ居 ラヌ爲 デ、余等 ハ決 シ

テベ ス レ ドカ氏 ノモ ノニ模倣 シ タ モ ノデ モ ナ

ク、其 ノ製 出法 三ハ色 々相違 シタ黙 ガ アツテ、

全然別個 ノモ ノデアル コ トテ此 ノ機會 ニー言 シ

テ誤解 ノアル方 々 ノ反省 テ催 シテ置 ク。大盟 ベ

スレ ドカ氏 ノ唱 ヘ ラ レタヤウナ方法 二從 ツ テ

へ 決 シテ典型的 ノ新 ラシク分離 シタ結核 菌株

ガ4日 目培養 デ優良 ナ「ア ンチゲ ン」ナ ドニナ リ

得ル コ トハ繕封 ニ アリ得 ナ イ。若 シアリ トス レ
ダ

バ、 ソレハベ氏 ノ「アンチグ ン」二使 用 セラ レタ

菌株其 ノモ ノガ既 二特異的 二偶然慶 移 シテ居 ツ

タモプ トシカ思 ハ レナ イ。典型的 ナ新 ラ シク分

離 セ ラレタ結核菌株 デハ、到底 べ氏 ノ云 バ レル

如 キ方法 デハ優 秀 ナ「アンチグ ン」テ得 ル コ トハ

繕封 二不可能 デ ァルカ ラ、余等 ハ惨 々 ノ苦心 ノ

結 果、余等 ノ法 ニ ヨツテ優秀 ナ「ア ンチグ ン」テ

得 ル コ トニ成功 シタマデ ・"、模倣 ハ愚 力、余等

ハベ氏 ノ報告 ノ絵 リニ杜撰 デァル コ トニ恐縮 シ

テ居ル位 デ アル。

サテ、相當 二苦 心 ラ経 タ余等 ノ 菖卵黄 「アンチ

ゲ ン」ナルモ ノモ、「アンチゲン」ノ製出 二相當長

時 日ラ要 スル上 二、毎常能 働力 ノー定 シタモ ノ

テ得 ル ト云 フフ トハ至難 デ アル。

微妙 ナ要約 ノ相違 ニヨッテモ、 其 ノ 「アンチゲ

ニテー ト」二大 ナル相違 ラ 生 ジテ來 ル コ トガア

ル ガ、 其 ノ微妙 ナ ル 要約 ノ相違 ガ ドコニァル

カ、 全 ク窺 ヒ知 ル コ トガ出來 ヌ コ トガ多 イ。例

ヘバ、 同一 日昌
、 同一 ノ培 地 二、 同一 ノ 菌株

テ、全 ク同一 ノ操作 昌ヨツテ移植 シタ場合 ニモ、

lF容 器 ノモ ノガ優 秀 ナ「ア ンチゲ ン」トナ リ得 ル

ガ、乙容器 ノモ ノガ面 白 クナィ、 卜云 ツタヤウ

ナ具 合 デ、 全 ク本態 ノ分 ラヌ コ トデ 「ア ンチゲ

ン」ノ性能 二薯明 ナ影響 テ起 シテ來 ル コ トガ屡

け ル カ ラ、 薙來 ノ余等 ノ「ア ンチゲ ン」へ 其

ノ製 出法 二於 テ甚 グ容 易 ナ ラザル モノガ アル。

之 二反 シテ、余 等 ノ新S.T.「 ア ンチゲ ンJハb

僅 カニ24時 間 乃至70時 間以 内 二最 モ 優秀 ナ

「ア ンチゲ ン」テ得 ラ レ
、且 ツ其 ノ出來上 ツタモ

ノハ常 二能働力 ガー定 シテ多少 ノ要約 ノ慶 化 ナ

ドニ ヨツテ支配 セ ラレテ相違 テ起 スガ如 キ コ ト

ハ絶封 ニナイ。斯 クノ如 キ事情 ノ下 二余等 ハ、

斯 ク噺然優秀 デアルS.T.「 ア ンチゲ ン」テ撰 ン

デ、薙來 ノ卵黄 「ア ンチゲ ン」テ潔 ヨク放棄 シナ

ケ レパナ ラナ イ破 目二立 チ到 ッタ。

(3)被 槍 血 清

被検血ll苛ハ 凡ベ テ、揺 氏56度30分 間 加熱 非働

性 トシタモ ノテ使 用 スル。働性血清 テ使 用 スル

簡便法 ハ誤謬 ノ結果 テ招 クコ トガ多 クテ面 白 ク

ナ ィ(例 ヘバ非特異性補饅結合 ノ如 キ)。 補饅結

合反慮 ラ行 フ場合 二、56度 非働 性直後 二行 ッタ

場合 ト、非働 後氷 室 二貯蔵 シテ行 ツタ場合 トテ

比較 スル ト、氷室 二貯藏 シタモ ノ ・方 ガ陽性李

ガ遙 カニ多 イ。其 ノ理由 ハ、血 清内ニ アル正常溶

血性隻 介髄 ガ貯藏 二件 ツテ減弱 スル コ トモ考 ヘ

ラ レル ガbCalmetteu.Massal〈M,Caulfeildag),

Perla(20)氏 等 ノ唱 ヘ ラ℃ル結核血清 内 ニアル、

所謂補盟結合阻 止性物質(Hemmungsstoffod.

Inhibitin)ガ 貯 藏 ニ ヨツテ其 ノ能 力 ノ減 退 テ起

スモ ノデァル カ、或 ハ近 時、太 田⑳ 氏等 ノ褒表

セ ラル ・如 キ、補盟 第四成分 二璽 化 テ招來 シテ

來 ル爲 力、原 因ハ那邊 ニ アル カバ漸 時別問題 ト

シテ、事實 ハ貯蔵 ニ ヨツテ陽性卒 ガ甚 ダ壇強 シ

テ來 ル。從 ッテ、實際上 二於 テハ、一定期 間氷

室 二貯藏 シタ血清 デ補盟 結合反磨 テ行 フコ トガ

甚 ダ適切 ナ コ トデ アル ト思 フ。

抗禮 量 ノ僅 少 ナ早期結 核 ナ ドニ於 テハ、特 二非
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働性直後乃至翌 日位 ヒ昌於テハ補鵬 合反慮ガ

陰性 ラ呈 スルガ、氷室貯蔵3日 乃至7日 同デ急

速昌陽性 ラ呈 スルモノガ屡 ℃アル。

故二、結核 ノ早期的診断 ノ目的 ナ ド昌封 シテ

ハ、特 二血情 ラ非働陞 トナ シ、一夜氷室 二貯磯

シテ補禮結合反慮 ラ行 ヒ、若 シ陰性 ノ錫合ハ、

更 二3日 乃至1週 日テ氷室=貯 藏 シテ再試融 ラ

試 ヒテ陰陽 ノ判別 ヲ綿窟 二歴別 シテ判断 スルコ

トガ注意 ス可 キー要項 デアルo

余等ハ種 々ナル方面 ヨリ刺断 シテ活動性結核症

ト認 メタモノデ非働直後二補結反慮陰性 テ示 シ

タモノ72例 二就 イテ非働性直後 氷室貯藏3日

間及7日 間 ノ3同=亙 ッテ補結反慮テ繰 リ返 シ

テ行 ツタガ、3日 目二於テハ30例b7日 目a於

テハ59例 陽性 テ呈スルコトテ認 メタ。(第10表)

第10表 血清貯蔵b補 胆結合反慮ノ比較

結核 血 清 健康者血清血清数及種別
72例34例

補反
彊感6
結結
合果

非働直後 陰 性 陰 性

3日 目 陽性30例 陰 性

7日 目 陽性59例 弱陽性2例

血清 ハ非働性直後 バー般 二溶血催進性 デ アル コ

トハ精 製 「ゼラチン」テ混加 シタ揚合 ト同様 デァ

ル。 コレハ、正常溶i虹性愛介艦 ノ作用 二基 クコ

fモ アラウガ、或 ハnL清 膠 質 ノ分散 相 ノ開係 ニ

モ因 ル コ トモ考ヘ ラレル、或 ハ非働 直後 ノ血清

≧ハ所謂 「イ ンヒ・"チン」乃 至補盟 ノ第 四成分 ナ

ドノ能力 ガ加 バ リ易 イ状態 ニ アル爲 二因ル コ ト

モ考 ヘナケ レバナ ラヌ。

氷室 二貯藏 スルニ從 ツテ、血清 ノ自家抑制 度 ガ

増加 シテ來 ル コ トガー般 デ アルガ、余等 ノ方法

デ、7日 間氷室 二貯蔵 シタモ ノテ使用 シタ場合

二於 テ、血清封照 ガ溶血阻止 テ起 ス ト云 フヤウ

ナコ トハ殆 ド無 イ。

健康者 ト思 ハ レタモノデ非働性直後陰性 デ氷室

貯藏7日 目 デ ハ 弱陽性 ノモ ノ34例 中2例 アツ

タガ、 コレハ、恐 ラク臨抹的 二見出 シ得 ナ ィ結

核病竈 ノアツタ爲 二起 ツタモ ノカモ知 レナ ィ。

健康 者 ノ血清 ハ氷室貯蔵1週 日ノ後 ニモ補盟結

合反慮 ハ依然 トシテ陰性 テ トルモ ノ ト認 メテ差

支 ヘハ ナィ。

被槍物 トシテ滲、漏 出渡、脂 脊髄際液 等 テ使用

スル場合 鳥ハ其 ノ抗髄 含有量ハ血溝 二比較 シテ

砂 イカ ラ血箭 ノ3乃 至5倍 ラ使 用 スル。

(4)補 櫃

妊娠 海狽、特 昌其 ノ後牛期 轟至 レル モ ノ ・血情

内aハS.T.「 ア ンチゲ ン」ト合 シテb補 禮能 力

チ非働性 トナサ シムル物質 ガ存 在 シテ居 ル.此 ・

ノ物 質ハ 易熱 性 デ56度 、30分 間 ノ加熱 昌 ヨツf .

全 ク滑失 スルモ ノデ アルガ.斯 カル海獲 ノ血清

ハ補艘 トシテ使 用 二適 セヌ コ トハ勿論 デ アル.

故 二探 血用海狽 ハ成 ル可 ク牡 トスル ガ ヨイ。成

ハ牡 、牝 ノ雑居 ラ避 ケテ妊娠 ラ防 グコ トガ必要

ノア ア ル
o

補艦 ハ、前夜遅 ク探 血 シテー夜氷室 二貯 ヘ タモ

ノハ、其 ノ債 ノ急劇 ナ璽化 ガナ ク、補盟結 合反

慮 二使用 シテ幾分 陽性李 ガ多 イカラ、成 ル可 ク、

斯 ウ シタ補艦 ラ使 用 スル コ トガ適切 デ アル ト思

フ。 此 ノ理由 ハ、 カ ・ル補艦 ハ溶 血系 昌封 スル

異朕 二敏感 ナ「アピヂテー ト」即 チ結合能 力 ガ安

定 セ ラ レル爲 デ アラウ ト思 フ。

但 シ、探 血後30時 間以上経過 シタ(盛 夏 ナ レバ

25時 間〉補禮 ハ、 往 々反慮 ノ結果 ガ甚 グ不 明瞭

デ、完全 二溶血 ス可 キ封照管 二溶血 阻止 ラ起 ス

ガ如 キ場合 ガ アツテ面 白 クナ イ、使 用 シナ イガ

ヨイ。

次 二、探血用海瞑 ノ探血 ノ度轍 ト云 フコ トガ著

シク補盟結合反慮 ノ成績 二影響 テ及 ボ スモ ノデ

ァル カ ラ此 ノ鮎 ニモ深 ク留意 スル コ トガ肝要 デ

アル。

探血テ短 日時間二頻同二繰 リ返 シタ補盟ハ、次

第二溶血系統 二封 シテ溶血性機能 ノ充進 ラ惹 キ

起 シテ來ル。

斯カル補盟 テ使用 シタ場合ニハ、第一次系 ヨリ

モ第二次溶血系二封 スル親和力或 ハ 「アピヂテ

ー ト」ガ強クテ其 ノ結果,補禮結合反慮 ノ陽性比

李♪・低下 シテ來ル。反封二、頻回探血テ短期間

二繰 リ返 シタ海猿 テ、或ル期間休養 セ シメタ後

ヨ探血 シタ補盟ハ、溶血系 二封 スル溶血性能力
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ガ急速 二低 下 シテ弱 クナ ッテ來 ル。

斯 カル補禮 ヲ使 用 シタ場合 ニハ、補盟結合反慮

ノ陽性比奉ハ多 イガ、封 照管 ガ明確 デナィコ ト

ガ往 々起 ツテ來 ルカラコ レモ避 ケナケ レバナラ

ヌ。(第11及12表)

第11表 海瞑 ノ探血頻度 ト溶血産 ノ關係

蝉3轍 謙
醐 瞬 剛 一 蜘"蜘"鵬

第12表 海瞑補盟ノ種類ト補儘結合

反慮度ノ比較

血認8剛6同 細12同 牌 魏
結

核

血

清

冊
原血清

一1清御

ニユ{野 ノ

18,,

尤 モ、第11表 二示 セ ル溶 血度 モ重 湯煎1時 間

後 ノ結果 二於 テハ各 々夫 レ程 ノ相異 テ認 メナ

イ。 要 スルニ、短時間 二急速 二感作血球 二封 ス

ル親和性 テ帯 ピテ來 ルモ ノデ アルガ、余等 ノ探

ツテ居ル短時間 内二補結反慮 ノ結果 ヲ観取 スル

方法 デハ、斯 ク髪性 シタ補骸 ハ使用 スルコ トハ

禁物 デアル。

實験 ノ結果 テ簡 軍 二要記 シテ見 ル ト、

(i)妊 娠 海瞑 ノ血清 ハ使用 セヌ コ ト。

(ii)毎 同 新 ラ シイ海猿 ノ全探 血 テスルカ.数 匹

ノ海瞑 テ合 セ テ各匹 ヨリ少量宛 ノ探血 テ行 ツテ

混合 シテ使 用 スル場合 ニハ、1同1頭 ノ探血量

ラ大盟2・Oca(約300瓦 ノ盟重Dテ)以 上 トセ

ヌ コ ト。

(iii)探血 ノ間隔 テ15日 以上 トスル コ ト。

(5)溶 血 性 隻 介 禮

「ヘ モ リヂ ン」ハ余等 ハ常 二抗 山羊血球 免疫家 兎

血清 テ使用 シテ居 ル。 抗綿 羊血球血清 ハ 「ヘモ

リヂ ン」償 ノ高 イモ ノラ容易 二得 ラレル ガ、綿羊

血球 卜其 ノ免疫 「ヘモ リヂ ン」テ以 テ感作 セ ラレ

タモ ノハ、補盟 ノ溶血系 二封 スル結 合力 ハ短 時

聞 内昌敏感 二過 ギテ作用 人ル傾 向 テ多分 昌持 ツ

テ居 ル偶 二、補盟 結合反 慮 ノ陽性比卒 ラ低 下 セ

シムル虞 レガ多 イ。

此 ノ故 二、余等 ノ短時間測定法 ニ ヨル操作 デ抗

山羊血球 「ヘ モ リヂン」卜洗糠 山羊血球浮溌液 ト

ヨ リ成 ル溶血系 テ使 用 スル:,ト テ希望 スル。

「ヘ モ リヂ ン」債ガ、重 湯煎15分 間後300倍 以 下

ニ ァルモ ノハ使用 シナ イガ ヨイ。

尤 モ、綿羊血球 及其 ノ免疫 「ヘモ リヂ ン」テ補盟

結合反慮 二使 用 シテハ ナ ラヌ ト云 フ ノ デ ハ ナ

イ。若 シ使用 スル トス レパ.多 少操作法 テ改訂

スル必要 ガ アル ト思 フ。 例 ヘパ使用 「ヘ モ リヂ

ン」ノ量 ラ山羊 ノ場合 二比較 シテ多少少量 ニス

ルナ ドデ アル。

(6)血 球 浮 游 液

血球俘 游液 テ作 ル山羊 ノ探 血度撒 モ考慮 二入 レ

テ置 ク必要 ガアル。長 歳月 二亙 ツテ頻 同連績 的

二探 血 シタ、謂 ハ ・"慢性貧血症 二罹 ツタヤウナ

山羊血球俘游液 ハ補盟 二封 スル親和 力 ガ彊 イ爲

力、或 ハ血球 被膜 ノ抵抗 力減弱 ノ嵩 二「ヘ モ リ

ヂ ン」ン影響 テ受 ケ易 クナル故 力、溶血機能 ガ充

進 スル。 カ ・ル血球俘游液 テ作 ッテ、余等 ノ方

法 ニヨッテ補艦 結合反慮 ラ行 フ揚 合ハ、 陽性比

率 ガ低 下 シテ來 ルカ ラ斯 カル血球 浮游液 ハ使 用

テ避 ケネバナ ラヌ。 又血球浮游液 ノ1週 日以上

経 過 シタモ ノハ 時 トシテ迅速 二 「ヘモ アグル チ

ナ チオン」テ起 スコ トガ アル カラ使 用出來 ヌ。

(第13及14表)

第13表 血球浮液ノ相違ニヨivva血 偵 ノ移動

ノ犠 藍諾麟鍬瀦
壽湯蕎15分li・分!蝸
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}200.,
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第14表 相異セル血球浮液ニヨル輔髄

結合反慮ノ相異

簡年ク
血
2
探
約
無

牛
位
年
回
ケ
ー

軒
3

一
原」』一原

ー

一1

2

　

鑑
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醗
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3

。
原

年
ー
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ー

一1

鏑

幾
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約

ド
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旦

1

山
租

一
血
ノ

一探
羊
頬

O紬
1
.

豊
盤

被
血
稲
△

(7)威 作 血 球

感作 血球 ハ、大禮使 用前30分 間a調 製 ス ル コ

ト・スル。 調製後 ノ経過時 間 ニヨツテ多少補胆

結合反慮 二移動 ラ起 スモ ノデ アル。

第一次系 二血清 ト「ア ンチゲ ン」トテ加 ヘ タモ ノ

テ、室温 二15分 乃至30分 間 放置 シタ後=、 補

艦 テ加 ヘル ト云 フ注意 ハ陽性李 テ幾分高 メル。

(8)溶 血 素 ト「ア ン チ ゲ ン」ノ

使 用 量 問題

溶血素 ノ使用量 ハ、成 ル可 ク少量 トス レバ、 陽

性比度 ハ高 クナルガ、結果 ガ明確 デナ クナル虞

レガ多 クナル。 ト云 ツテ、使用量 テ無暗 二多量

ニスル ト、極 メテ明瞭 二現 バ レルガ、陽性比度

ハ次 第 二減弱 シテ來 ル。結局明確 ノ程度 テ損傷

シナ ィデ、陽性比度 ニ モ大 シテ影響 シナ イ範 園

デ、適當 ナ溶血素 ノ使用量 テ決定 スル コ トガ、

操作上 二最 モ必要 ナコ トデァル。此 ノ黙 ハ、要

スルニ、多撒 ノ色 々ナ被検血清 二封 シテ、色 々

ナ程度 ノ溶血 素 ノ使用量 テ以 テ實験 テ経 タ結 果

カ ラ判断 スル ヨ リ外 二途 ガナィ。嚢 二、余等 ノ

蛋表 シタ補禮結合反慮 ノ操作 二於 テハ、重湯煎

5分 間後 ノ溶血程度 テ見 テ「ヘモ リヂ ン」ノ使用

量 ラ定 メタノデ ァルガ、本實験 二際 シテ種 々ナ

補盟 卜「ヘモ リヂ ン」ラ使用 シテ行 ツタ溶血現象

ノ結果 ニ ヨル ト、短時間 内ニハ ヨク溶 ケル ガ、

時 間 テ経過 シテモ、 ソ レ程 二溶血 ガ起 ラヌモ ノ

ト、之 ト反封 二、短時間 内ニハ溶血ハ僅 カデァ

ル ガ、長 ク時間 テ経過 スル ト、急 二溶 血 ガ檜加

スル モノ トガアル。 ツマ リ、溶血 素 ト補盟 ノ相

違 ニヨル溶血程度 ノ時間的差異 ラ顧慮 シテ、如

何 ナル 「ヘモ リヂ ン」ニモ補禮 二封 シテモ補禮結

合反慮上支障 ラ起 サaヤ ウナrA・モ リヂ ン」ノ使

用量 テ決定 スルニハ,ド ウス レバ ヨイカ ト云 フ

Sb色 々比較實融 ノ精果b結 局、重 湯煎15分 間

後 ノ最小完全溶血量 ノ5倍 量 ラ探 レバ最 モ ヨイ

ト云 フコ トニナツタ。

次 二「ア ンチゲ ン」ノ使用量 デアル ガ、 コ レモ自

家抑制 ヤ自家溶血 ノ起 ラヌ範園 デナル可 ク多量

昌使 用 スレパ陽性比度 ハ高 クナル 飢 反面 昌於

テ、 「ア ンチゲ ン」卜血構 ノ自家 抑制 ノ蓄積作 用

ナ ドデ、往 飢 非特異的 ノ補盟非働 ラ起 シタ リ、

封照 昌樫 微 ノ溶血阻止 テ認 メタ リスル ヤウニナ

ツテ反慮 ノ結 果 ガ明確 デナ クナ ル。

「ア ンチゲ ン」ノ使用量 テ無暗 昌少量 トス レバ・

陽性比度 ガ次 第 二減弱 シテ來 ル。此 ノ邊 二支障

ノナ ィ限 リデ「ア ンチグ ン」ノ適切 ナ使 用量 モ色

々ナ被検 血清 二就 イテ、色 々實験 ヲ経 タ結果 カ

ラ判断 ラ下 ス ヨリ外 二途 ガナ ィ。 ソ レハ實験 ノ

結果 自家抑制 ノナ ィ最大量 ノ牛量 テ トレパ ヨ

イ。抗罷 量 ノ紗 イ早期結核 ナ ドノ場 合 ニハ特 二

「ヘ モ リヂ ン」卜「アンチデ ン」ノ使 用量 昌注意 シ

ナケ レバ結果 ガ面 白 クナィ。 「ヘモ リヂ ン」量 ガ

過少 デアル ト非特異性補禮結 合現 象 テ往 々起 ス

コ ト・ナ ツテ甚 グ面 白 クナィ。

(9)血 清 稀R法 ト補 盟 増 進 法

ト ノ可 否

余等 ノ菖 法 二於 テハ、補膿 ノ増進 法 ラ探 ツタ。

其 ノ故 ハ、極 少量 ノ補盟 カ ラ檜 進 シテ補盟過剰

二因 ル陰 性数 テ成 ル可 ク減 ゼ シメヤ ゥ トシタ。

又 「ア ンチゲニ テー ト」ノソレ程 優秀 デナ イモ ノ

テ使 用 スル場 合 ニハ、 補罷 檜進法 ノ方 ガ反慮 ノ

結果 ガ著明 二現 レテ來 ル ト云 フコ トモ考 慮 二置

イタカラァアツタ。

然 ルニ、本實験 二際 シテ、 多藪例 テ重 ネ テ居 ル

場合 二、血清量 ガ多 イ場合 二、却 ツテ溶 血阻 止

ガ起 ラナ ィデ、血清量 ガ紗 イ場 合 二著 明 ナ溶血

阻止 テ呈 スルヤウナ結核 血清 ガアル。 印 チ所謂

逆比反庶(ParadoxReaktion)デ アル ガ、斯 カ

ル場 合 へ 若 シ菖 法 ノ如 キモ ノデ、血清 ノ原液

0・1宛 テ探 ツテ補禮」肴進法 テ行 ヘ バ、 陽性 二起
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ル可 キ血清 ガ陰性 ノ結果 ト誤 ラ レル コ ト・ナツ

テ來ル。

カ ・ル錯誤 ラ避 ケル爲 ト、今一 ツハ、補罷 檜進

法 ニ ヨ レバ多撒 ソ血清 テ試験 スル場 合 昌、補盟

量 ガ意外 二多量 テ消費 シテ経 濟的 デナイ ト云 フ

見地 カラ、血清稀糧法 ノケガ優 レタモ ノ トシテ

選 プコ ト・シタ。

結核 血清二前述 セルガ如 キ逆比反慮 ヲ起 スコ ト

ハ、既 二Petsch(ii)氏 ノ如 キモ唱 《・テ居 ラレル。

一禮
、補龍 増進 ナル操作 法 ハ多 クハフ ランス學

派Calmette,Calmetteu.Ma88al,Be8redka

氏 等 ノ行 ハ 匠 ノデ アルガ、操作 ガ複雑 デ結果

ガ往 々明確 デナ イ ト云 フ訣鮎 テ多分 二備 ヘ テ居

ル ト思 バ レル。

三、結核補髄結合反慮ワ實瞼成績

余等 ハ前述 セル ガ如 キ操作上 二於 ケル綿密 ナル

注意 ノ下 二、S.T.「 ア ンチグ ン」ニ ヨツテ、次 ノ

如 キ各種血清 二就 イテ補禮結 合反慮 テ行 ツタ。

東京大塚健康相談所、 東京府 清瀬病院、東京市

療養所、鴻 上病院 外來及 入院患者、東京浄風園

患者、東 京太李診療所外來患者血清、東京本所

病院腸 「チ フス」患者血 清、 東京顯微鏡院徽 毒患

者 血清、等 ガ圭 ナルモ ノデ アル ガ、次 二其 ノ結

果 ノ大要 テ掲 ゲ テ見ル。

◎大塚健康相談所血清

所長寺尾博士 ノ好意ニヨツテ、昭和9年4月 以降同年

7月 マデ毎週同所二於 テ探血セラレタ血清 ノ分譲 ヲ

得タモノデア):/。非働性當 日ヨリ7H目 デ其 ノ期間ハ

不同デー致 シテ居ナイ。

.、纏鍛489例

陰性数22β 例 絢47%

陽性… 例{繍 犠 レ

を重窒… 性66例繍

旦氏陽性血清 ノ結核補盟結合反慮(K.R)

.66例 繍 極
是等Z氏 反慮陽性血清66例 ヲ控除 シテ共 ノ比率 ヲ求

ム1ノ ペ

陰性率約53%、 陽性牽約47%ト ナ'レ。

◎清瀬病院血清

同院、高橋學士ヨリ分奥セラレタモノデ、全部非働性

直後二試験ヲ行ツタ。

欄ill}一.
陰 性 者 ノ1例 ・・、 重 篤 者 デ、 他 ノ1例 ハ、喀 疾 内 結核

菌 ヲ詮 明 セ ズ。 診 噺 不 明 デ、恐 ラ ク氣 管 枝 櫨 張 症 ナ ラ

ン ト高橋 學 士 ノ話 デア'レ。 故 二、此 ノ陰 性 ヲ除 キ、 他

ノ重 篤 者 ノ陰性 ノ・コ レ又別 問題 トス レバ、凡 ソ陽 性 反

慮 ノ 出現 ス ベ キ範 園 ノ 結 核 患 者 二 ・・悉 ク陽 性 ヲ呈 シ

テ居 ル。 シ カ ノ ミナ ラ ズ、其 ノ殆 ド悉 ク ガ弧 陽性 ヲ示

・yテ居 ル。 即 チ共 ノ陽性 率 ・・殆 ド100%デ ア]t/。

◎ 清 瀬病 院 看護 婦

13例{
11馳

陽性二出タ3例 ・・臨休上 力生物學上 カノ意味二於ケ

ル活働性結核 ノアルモノ ト余等・・信ジテ居ル。

◎東京市結核療養所患者血清

同所、川上學士 ヨリ分輿ヲ願ッタ。試験・・非働性翌 日

二行ツタ。

囎i野93%
例 数 ・・紗 イ が、 大 多数 強 陽 性 ヲ示 ジ、且 ツ殆 ド陽 性 ヲ

呈 シテ居 ノレ。

◎ 鴻 上 病 院 外 來 及 入 院 患 者

昭 和9年2月 以 降10年7月 マ デ ノ総 数342例 デ是 等

ノモ ノ・・出來 ル限 リ綿 密 二臨 妹 上 、 細 菌學 上 、 「レ ソ

トゲ ソ」學 上 二検 査 ヲ経 タ モ ノデ ア ル。

内

30例 健 康 者 、29例 陰 性、1例 疑 問 反 磨 。

51例 結 核 容 疑 者、 菌 ・・勿論 陰性 デ ア'レが、 自N的 ノ

圭 訴 ・・最 モ疑 ハ シ イ。「レ ソ トゲ ソ」ヤ臨 脈 上 ノ他 覧 的

所 見 ナ ドモ コ レ ト云 ツ テ明確 二 掲 ゲ 得 ラ レ ヌヤ ウ ナ
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愚 ノ 。 、 一

陰性23例 約45%

磁 欄 顯}約一
陽 性 ノ内、2例 ハ ワ ッ』!Lとヱ ン反 感 陽 性 デ 是 等 ・・何

レモK.R.ハ 弧 陽 性 ヲ示 ス。

79例 、 早期 縮 核b肺 結 核 前 服 期。(Praephthisische

Stadium)隙 花 性 結 核(Kryogeneti8cheTuberkulose)、

潜 伏 性 活 働 性 結 核 算 ト唱 ヘ ラ'レ ・モ ノニ鳩 スル ト思

ノ、レ,レ モ ノo

陰性20例 約25%

離69例{鱗 鄭

著明ナル肺結核患者、

150例

内

○廣汎ナ病竈 ノア叱モノ

62例ll塁囎lg5%

蜘憎
C中 等度 ノ病竈アルモノ

輯轡il陣9・%

C輕 度 ノ病竈ノアlvモ ノ

轡il一
以上各期 ヲ通 ジタ肺結核患者ノ陽性比率ノ・,約90%デ

アル。但 シ、血清非働性 ヨリノ日時・・不定デ、直後 カ

ラ7日 目マデノモノデ様 々デア)v。

◎腹膜炎及肋膜炎血清

11例 ノ内、8例 肋膜炎デ血液陽性5例 、滲出液陽性

4例 、2例 腹膜炎血液陽性1例 、滲出液陽性1例 、1

例結核性脳膜炎、血液陰性、脚脊髄液強陽性。

◎病院勤蜘關係者

(柵)3例

2・例[9)i・ai

; .'(一)13例

内ワリ埜 哩 氏賜 陽性者1例 ・・K.R・"W明 ナ

強陽性 ヲ旦ス。

◎東京浮風圃患者

園長加藤傅士ノ御厚意 二9ツ テ分奥下サvJ「t/f・

非働性直衡,氷 室貯M7HUb/2同 昌瓦ソテ鵡

ヲ行ツタ。是等 ハ轡励員 ノ方々デ相賞綿密 二臨肱上 ノ

樵査 ヲ纏タモ ノデアル。

血滴数112例 ヂ共 ノ結梁 ハ、

糊一 聴{1箋掛9・%

欝 鑑孟縫1催 糊 約98%

右 血 清 ノ内、徹 巌 ヲ合併 セ'レモ ノ が7例 デ是 等 ハ何 レ

モKR.ノ ・強陽 性 ヲ呈 シタ。

◎ 太 亭 診 療 所 外 來 血 清

試 験 ヲ経 タ血 清 歎 ・・124例 デ、 是 等 ノモ ノ ハ、圭 レ シ

テ結 核 以 外 ノ度 患 ノ診噺 及 治 療 ガ 目的 デ 來 タ モ ノ デ

ァ ッ テ、臨 肱 上 ノ診 噺 ハ種 々雑 多 デ ア ル。

右 ノ内、 陽 性46例 テ・、(帯,35例 、 ぐ十})3例 、(十)

5例 、(±)3例 デ、'L氏 反 懸 陽性 ノモ ノ、28例 アy

テ、 是 等 ノモ ノノ・悉 〃K.R.強 陽 性 ヲ呈 シ タ。故 二.

巳氏 反 庶 鵬性 者 ノ数 ヲ 控 除 ス レバ、 其 ノ陽 性 率 ハ約

18%デ 、 此 ノ内 強 陽性 ヲ 呈 スJVモ ノ歎 名 ヲ選 ンデ、

更 二改 メテ結 核 ノ存在 有 無 二 就 イ テ 精 査 ヲ絡 ヘ タ慮

ニ ヨル ト殆 ド悉 ク活 働 状 ノ 結 核 病 竃 ノ ア'レコ トヲ探

知 ス'レ コ トが出 來 タ。 内 ニ ハ、贋 汎 ナ病 竃 が肺 ニ ア ソ

テ、 腔胴 形 成 ノ ア ル モ ノ ヤ、 喉 頭 結 核 ノモ ノ、或 ハ著

明 ナ肋 膜 炎 ノモ ノ ナ ドが ア ツ タ。 故 二、是 等 陽 性 反 廉

ヲ呈 シ タ モ ノ ハ、決 シテ他 ノ疾 患 二封 ス ル 非 特 異 性 陽

性 反 慮 デ ハ ナ ク テ、他 ノ疾 患 モ合 併 ジテ居 タ カモ知 レ

ヌ ザ、結 核 ノ存 在 セ,レ コ ト・・確 カデ ア'レ ト思 フ。 唯 外

來 的 ノ臨 肱 的 診 断 デ ノ・往 々ニ シテ蕪 雑 二 流 レ テ 適 確

ナ結 核 ノ診 噺 ナ ドノ・下 シ 得 ナ イ モ ノデ ア,レ ト云 フ コ

トヲ眞 實 二物 語 ツ テ居 ル ト思 フ。

◎ 本 所 病 院 腸 「チ フス 」患 者

同所 、村 山院 長 ノ御 厚 意 ニ ヨ ツ テ分 與 セ ラ レタモ1デ

10例 中 強 陽性1例 、 中 等 度 陽性1例 、弱陽 性1例 デ張

陽性 ノモ ノ ノ・ヱ 氏 反 磨 モ強 陽 性 デ ァ ル。

故 二、 陽性 二現 レタ モ ノへ 決 シ テ「チ フス 」症 ノ爲 二

起 ツ タ、 非 特 異 的 ノモ ノデ ノ・ナ クテ、何 レ カ ノ場 所 二
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「チ フメ」罹患 ト共二活働性 ノ結核病竈 ノ合併 シテ雇

'レモノト看倣ス可キガ至當デア,レ。

其他、熟性細菌性疾患 トシテ急性肺炎患者16例 流行

性感冒6例 ノK.R.ヲ 行 ツタが、悉ク陰性 ヲ示 ・Y4。

◎東京噸轍 剃暁懸 毒血清

昭和9年5月 以降同年9月 マデ同院、中本憾士9リ 分

與 ヲ受ケタモノデ、線薮207例 。

… 一 …{il欄

余等一 一 …{il糊

K・R・litkノ結果{il囎

内1例 ハ村田氏反慮(柵)、 顯微鏡院旦氏反感1±)、余

等ノ方法ニヨ]v2氏 反庶(柵)、K.R.(柵)ノ 如キモノ

カ.アツタ。

◎健康家族二於ケル結果

長年月仔細二観察 シテ、活働性結核 ノ存在 ヲ明 カニ否
き

定 出來)vヤ ウナ家 族 ノモ ノ、 年 齢5歳 目 リ16歳vデ

ノモ ノ、16例=就 イテ補 欄 結 合 反 慮 ヲ行 ツタ ガ,悉

ク陰 性 デ ア ツタ。

第15表 補燈 紹 合 反 膨 ノ納 果 一 覧 表

(纏 敬1330例 ノ内)

健 康 者
_-ー じ,一

結 核 容 疑 者

治 癒 結 履
一 〔-o

活働性 肺結核
一 一一_一___

早 期 結 核
一__r 一一…

徴 毒
　皿 『 『 一 一一 一 一 一__

腸 「チ フ ス」

臨 脈 饗 記鰍 釧 蹴 釧 陽櫛
喜

46例

垣b7;,

121・

1例

(±)
殆 ド零

『　 噌

5i』
2,,

弱 陽

一}一 一

約55
唱 　 一 曙

約17

勧
91--98

451.,
410-

441.,
_一}

79,, 59,, 約75
一 一一

31,, 310,, 100
一一

10,,
2,,

(朴)(+)

急 性 肺 炎 16,, 悉ク陰性
一}一

「グ リ ッ ペ 」 6., 悉ク陰性

活働性肺結核 ノ陽性率

91乃 至98ト アJVノ・非働性直後 ト氷室貯蔵7日 圓トノ

成績 ヲ示 シタモノデアル。

四、結核補膿結合反慮ワ繕括的批判 卜論議

以上 ノ實験 的結果 ヲ基調 トシテ、余等 ハ弦 二其

ノ概括的批刺 ト、論議 ラ蓮 ベ テ置 ク。

(1)徴 毒 ト結 核 トノ血 清 學 上

ノ共 通 的 反 癒 問 題

徴毒 ノユ氏 反慮陽性血清 ハ、前述 スル ガ如 ク、

殆 ド悉 ク、結核性 「ア ンチゲ ン」ニ ヨル補禮結合

反慮 二陽性 テ示 シテ來 ル。 コ レガ、果 シテ眞 ノ

意味 ノ非特異的反庶 デアルカ ドウカ ト云 フコ ト

ニ就 イテ、余等 ハ實験 上 ヨリ得 タル結果 ヨリ聾

納 シテ論議 テ披涯 シテ見 タ イ。

元來、結核 ニ ノ走作 用 ス可 キガ特異 デアル可 キ

筈 ノモ ノガ、徽 毒血清 二封 シテ作用 スル トス レ

バ、 「ザツ ト」考ヘ テ、 コ レハ非特殊性 ノモ ノデ

アル ト断定 シテモ ヨイヤウデアルガ、余等 ノ思

考 スル庭 デハ、 コレハ決 シテ眞 ノ意味 二於 ケル

非特殊 性 ノモ ノデハナ ィ。 ヤハ リ、徴 毒 ト結核

トノ「アンチゲ ン」間 二特異的 二共通 スル塵 ガア

ル カラ起 ルモ ノデ、後設 スル吸著實験 ノ結果 ガ

示 スガ如 ク、何 レモ血清免疫學的 二云 フ抗禮及

抗原 間 二於 ケル補盟 ノ非働 ニ ヨツテ惹 キ起 サ レ

タ陽性反磨 デ、 カ ・ルモ ノハ、寧 ロ、特異性類

届 反慮 ト唱 ヘ ルガ至當 デアル ト思 フ。

眞 ノ意 味 ノ非特 異的反慮 ト云 フモ ノハ、余等 ノ

考ヘ デハ、軍純 ナル血清 ノ化學的髪 化 ニ ヨツテ

起 ルモ ノデ、例 ヘバ、健康家 兎血清 トS.T.「 ア

ンチゲ ン」ト合 シ テ起 ル補禮 ノ非働 ノ如 キモ ノ

デ、 コウ シタ、補需 ノ非働 テ起 ス血清 ハ決 シテ

「アンチゲ ン」ニ ヨツテ吸著除 去 スル ち トハ出來
　

ヌ、唯 「アンチゲ ン」ノー定量 ト共存 シテ居 ル場

合 ニノ ミ限 ラ レテ補艦 テ非働性 ニスル ガ、此 ノ

種 ノモ ノハ免疫性抗盟 デハ ナクテ、一種 ノ化學

的物質 ノ異状存在 二因ル ニ過 ギナ イ。 コウ シタ

場合 二起 ル補禮 ノ非働 コソ所謂眞 ノ意 味 ノ非特

異的 ノモ ノデアル。

結核性 「ア ンチゲ ン」カラ徴毒 二反慮 スル部分 テ

取 リ去 レバ、一 方 ニハ都合 ガヨイガ、結核 二封



62醜 上・昔 林 ・高崎 ・鴻 上 』 余 尊 ノ新 抗 原Squalo・Tub●rkulin(S,T.)昌 俵 ル結 核 篇 髄 緒 合 反 慮 【第14倉
_欄 ■一圃一 一一 一 騨●

スル反慮率 テ多少 昌拘 ラ ズ損 伽 シノ來 ル。 此 ノ

貼 二就 イテハ更 轟後 章詳論 スル コ ト・シテ舷 ∴

ハ簡翠 ニ シテ置 ク。唯余等 ノ信念 デアル 「結核

二封 シテ100%優 秀 ナ、結核牲 「アンチゲ ン」ナ

レバ、必 ズ徽 毒 二封 シテモ、100%類 艦 的交錯

陽性反 慮 テ示 スモノデアル」 卜云 フコ トテ断 注

シテ揮 ラメ。

(2)陽 性 傘 度 ハ 大髄 病 竃 ノ大

サ 昌一 致 シ テ居 〃

大艘 二於 テ陽性比度 ハ病竈 ノ巌 イ独 イニー致 シ

テ居 ル。故 二、早期 ノモ ノヨ リモ、次 第二重症

トナルニ連 レテ鳩 シテ來 ル。此 ノ鮎 カ ラ云ヘ バ、

或 ル程 度迄 ハ、病氣 ノ輕 重 テ測定 スル コ トガ出

來 ルガ、病竈 ノ廣 イ狭 イ ト云 フコ トガ、必 ズシ

モ死 ト云 フモ ノラ目標 トシテノ豫後診断法 トハ

ナ リ得 ナイ。故 二、決 シテ嚴密 ナ意味 二於 ケル

豫後測定 デハ ナィ。 只重症末期患者 デK.R.陰

性 ノ如 キ場 合 ハ豫後 ノ絶封 二不良 デアル ト云 フ

判断 テ下 スコ トガ出來 ル。

(3)増 殖 性 ノ モ ノ ノ・、 滲 出型

ノ モ ノ ヨ リモ陽 性 率 ハ弱 イ

ガ陽 性 度 ノ異 状 二高 イ

モ ノハ増 殖 型 ニ アノレ

K.R.ガ 陰 性 二現 レル肺結核 患者 ノ約80%ハ

檜 殖性 ノモ ノデアル。但 シ陽性度 ノ頗 ル強 イモ

ノへ 殆 ド悉 ク檜殖型 ノモ ノデ アッタ。余等 ノ

術式 ニ ヨツテ被検 血清稀葎60倍 デ完全 ナ ル 溶

血阻止 テ呈 スルモ ノ3例 、100倍 稀 葎 ノモ ノ2

例 、160倍 ノモ ノ2例 ラ検査 シタガ、其 ノ悉 ク

所 謂檜殖型 ノモ ノカ或 ハ檜殖 ノ傾 向ガ多 イモ ノ

(Vorwiegendproduktivod.mehrProduk-

tiv)デ ア ツタ。故 二陽性度 ノ強 イモ ノハ、 比較

的病竈 ガ廣 クテ慢 性的 ナ好 ク代償 セ ラレタ、榮

養 ノ佳良 ノ患者 デ檜殖 的病壁 テ主 トセルモ ノデ

ア ツテ斯 カル状態 ノモ ノハ豫後 ガー般 ニ ヨィ。

(4)陽 性 程 度 ノ・必 ズ シ モ所 謂

臨 躰 上 ノ活 働 性 ト非 活 働 性

トニ卒 行 シナ イ

「クリ=ッ シユ アクチー フ」ト云 フ意味 ハ.一 般 臨

休的方 法 デ分 ル範 園 ノ自豊 的、他覧的症歌 ノ相

當顧著 ナモ ノテ意 味 シテ居 ルガ,K。R・ ハ必 ズ

シモ臨躰.ト ノ「アクチピテー ト」トハ雁行 スルモ

ノデハナ ィ。臨躰的 ∴ハ殆 ド「アクチー フ」ト質

フコ ト昌封 シテハ疑 ラテ クコ トノ出來 ナ イヤ ウ

ナ者 副封 シテ、時 トシテK・R・ ガ張烈 ナ反慮

テ現 ハ スコ トガアル。 要 スル へ 個艦 バ 可レカ

ニ病原性 ノモ ノガアツテ、此 ノモ ノガ、「ア ンチ

ゲ ン」性 ラ示 シテ之 二封 シテ個艦 ガ生物 免疫學

上 ノ反慮 ノ結果 トシテ反慮物質 ラ産 出 シ得 ル歌

態 デア レパ補結反慮 ハ陽性 二現 レテ來 ル コ トハ

必然 デ アツテ見 レパ補結反慮 卜所 謂 「クリニ・'シ

ユ アクチー フ」ト・ハ不行 シテ現 レ得 ナイ ト云 フ

コ トハ何人 モ首肯 スル コ トノ出來ル極 メテ雷然

ノコ トデ アル ト思 フ。何 トナ レパ、 「ク リニッシ

ユ」ト云 フコ トハ決 シテ紹封 的 ノ慣値 ハ愚 力、謂

ハ ・'甚グ粗策極 マル病氣 ノ診噺法 デ、 ソレノ こ

ナ ラズ、「クリニッシユ」ト云 フモ ノハ極 ノ テ劃一

的 ノモ ノデハナ イ」 臨躰的技術 ノ巧拙 ニ ヨッテ

甚 グ相違 シテ來 ル、 甲臨躰家 ガ「アクチー フJF

認 メルモ ノモ、乙臨休家 ハ全然之 ラ否定 スル ガ

如 キ場合 ハ敷限 リナ ク起 ツテ居 ル ノが現實 デア

ル。斯 クノ如 ク、蕪雑極 マル劃度 ノナ イ臨躰的

診噺法 ノ訣 陥 テ、 ドウニカ シテ、補 足 シテ完全

ナ診噺 法 テ作 リ上 ゲ ヤウ トスル希望 ト努力 ノ結

晶 ハ所 謂補禮結 合反慮 ナ ド・云 フモ ノラ起 シテ

來 ル因縁 トナツテ來 テ居 ルモ ノデ、経験 ト習練

テ経 タ霊 妙 ナ臨躰的所 見 モ大 イニ章 重 ス可 キ債

値 ガ アルガ、紗 ク トモ臨躰的 二出來得 ナイ程度

ノモ ノテ蛋 見 シヤウ トスル補結反慮 ノ如 キモ ノ

ニ封 シテハ、須 ラク
、其 ノ結果 二封 シテハ受 動

的 二優 レタル臨躰的判断力 ニ ヨツテ批判 テ下 ス

可 キモ ノデ、此 ノ場合、臨躰 ハ從 デ、特殊 反慮

ノ結果 ハ主 デ アル ト見 ナケ レバナ ラヌ。 ドコマ

デモ、臨休 テ主 トスルナ レバ、反慮 ノ結果 ハ臨

躰 以上 二優 レタモ ノ トハ ナ リ得 ナ ィ。臨躰 以上

二出 ナ ィ實駿室裡 ノ反 慮 ナ レバ、 ソ レハ結 局
、

有名無實 ノモ ノデ アル。 由來、 ソ レ程非 凡 ナ技
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能 モ持 チ合 セテ居 ラヌ、臨休家 ガ、出鱈 目 二行

ツタ補結反慮 ノ結果 テ、 イヤ臨休上 ト合致 久ル

ノセヌ ノト論議 シテ居 ラ レル 城 眞 二烏潜 ガマ

シキ沙 汰 デハ ナィカ ト思 フ。

扱、補艘結 合反慮 ノ.比度ハ、 第一 二病原性菌 ノ

多寡 二因 ル コ トガ考ヘ ラレル ガ、 ソ レ計 リデハ

ナ イ、抗盟産生 二封 シテ ノ個性 ノ相違 ト云 フコ

トモアル、抗艦 テ産生 スルニ充分 ナ個艦 ノ條件

ト云 フモ ノガアル、又病原菌 ノ毒力 ヤ、其 ノ慶

移度 ノ如何 ニ ヨッテモ支配 セラレル。從 ツテ、

補結反庶 ノ結果 ハ 「クリニ,シ ュ ア クチー フ」 ト

ハ必 ズシモ李行 スル謬 ノモノデハ ナィ。然 シ乍

ラ、大盟 二於 テ、 陽性比度 ハ「クリニ・シユ、 ア

クチー フ」ノモ ノガ臨躰 上比較的 「イ ンアクチー

フ」ノ状態 トナツタモ ノヨ リモ大 デ アル。

(5)開 放 性 及 非 開 放 性 結 核 問 題

大禮 二於 テ、開放性結核 ハ非開放性結核 ヨ リモ

陽性李 ハ 多 イ。陰性者 ノ約70%ハ 非 開放性 ノ

モ ノデアル。但 シ非開放性 ノモ ノニテモ、 陽性

度 ガ意外 二強 イモ ノガ屡 、アル。

(6)末 期 重 篤 ノ肺 結 核 患 者 及

極 メ テ早 期 結 核 患 者 ニ ノ・往

々"KR.ガ 陰 性 デ ア ノレ

末期重症 者 二起 ル陰性反慮 ハ、 「アンチグ ン」ニ

ヨル飽和 ノ結果 力、或 バ個艦 ノ抵抗力消耗 ノ爲

二抗艦 ノ産出力 ガ殆 ド減衰 シタ爲 ナルカデ ァラ

ウ。早期結核 二於 ケル陰性 ハ、抗罷 ノ産 出量 ガ

尚ホ僅微 ノ爲 二因 ルコ トモ アルガ、正 常溶血性

隻介艦 ノ過 剰、或 ハ所謂 「インヒ ・"チン」ノ爲 力、

或 ハ補饅第四成分 ノ過剰 ナ ドノ爲 二陽性 二現 ハ

ル可 キモ ノガ陰性 テ示 シ タニ過 ギナ イヤウナコ

トモ多 イ ト思 フ。 或 ハ、操作法 ノ不備及 「アン

チゲ ン」 ノ不良 モ最大 ナ原 因 デアル。 血清 テ非

働性 トシテ、氷室 二貯蔵 スル コ ト7日 目 ノモ ノ

ハ、 其 ノ非働 直後 ノモ ノニ比較 シテ補結反慮 ノ

陽性度ハ著 明 二檜加 スル。其 ノ理 由ハ、前述 ノ

如 キ、補髄結合反慮 テ減弱 セ シム可 キ要約 ノ作

用 テ減 退乃 至滑 失 セシムル爲 デ アル ト思 フ。

(7)健 康 者 昌 ハ結 核 補 結 反 慮 ハ

殆 ド陽 性 二現 レノレコ トハ ナ イ

種 々 ノ「アンチゲ ン」テ使用 シテ健康者 二起 ル陽

性比奉 ハ實 二種 々 デ、Besredka,Bass,Ichok,

Rachmann,UrbainetFried氏 等 ハ各 々、相

當 多敷 ノ賞隙例 テ試 こテ100%陰 性 デ アル ト唱

ヘ テ居 ルガ、Armannd。DelilleHillemanndet

h£stoquyハ 陰 性i率42%SergentetPurvost

ハ67.8%ノ 如 キ極端 二多 イ非特 異的 陽性反慮

テ掲 ゲテ居 ル。 但 シ大艦 二於 テ、非特異的 陽性

反慮 ア リト云 フモ ノモ、其 ノ李 ハ0・5乃 至10%

ノ程 度 デアル。

以上 ノ如 ク、健康者 ト思 ハル ・モ ノニ封 スル非

特異的陽性比李 ノ甚 ダ シク相違 セル結果 ノ生 ジ

テ來 ル原因 ハ、使用 シタ「ア ンチゲ ン」ノ種類 、

操作法 ノ如何及臨躰上 ノ見解拉 二其 ノ技能 ノ巧

拙、精粗如何、 ナ ドノ相違 ニ ヨッテ居 ル モノ ト

シカ考 ヘ ラレナ ィ。 ・

臨躰 テ主 トスル者 ハ、粗築 ナル臨躰 ノ見解 ラタ

テニ取 ツテ頑張 リ、血清學的反慮 ヲ吾 ガ物 顔 二

振舞 フ者ハ、臨躰 テ度外 シテ試験管 ノ こノ結果

テ算 重 シャウ トスル、所謂、我田引水、色眼 ガ

ネ、 アバタモ笑 クボ ト云 ツタ得手勝手 ノ論議 ハ

聯 モス レバ出易 イノガ人情 デ アルガ、コウ シタ.

事 情 モ比李 ノ統一 シナ イコ トニ封 シテ多少 ノ原

因 テナ シテ居 ル ト思ヘ ル。

余等 ハ、從來多敷 二行 ツタ、或 ハ今又本實験 二

際 シテ色 々仔細 ナル試練 テ経 タ結果 カラ判噺 シ

テ、臨躰 ニモ曲 ラズ、試験管 内 ノ反慮 ニモ眩惑

セラ レズ、 卒直 ニ シテ公明 ナ批判 テ下 シテ見 レ

バb血 清學的 二K.R.ガ 陽 性 テ呈 スル場合 ニ

ハ必ズ個艦 ノ何 レカ ニ免疫元的刺戟物質(Anti-

genic,Stimulous)ガ 存 在 シテ居 ル謹櫨 デ、 從

ツテ結核 ガ存在 シテ居 ルモ ノ ト断定 ス可 キ デア

ル ト確信 シテ居,レ。

若 シ「クリニ,シ 。」二健康 ト思 バ レルモ ノニ封 シ

テ本反慮 ガ陽性 テ呈 シタ トス レバ、假 令、臨躰

上健康 卜思 ハル ・モ余等 ハ是等 ノモ ノハ臨躰上

二分 リ得 ナ ィ「ゼロロー ギ,シ ユ、ア クチー フ」ノ
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結核 ガ存在 シテ居 ルモ ノデ アル ト唱'・ル。余等

ハ從來、多撒 二實瞼 シタ結果 カ ラ刺断 シテ、臨休

上 昌於 テ眞 昌健康 ト看倣 サル ・モ ノaK.R.ガ

陽 性 テ呈 シタ ト云 フコ トハ殆 ド無 イ、

(8)結 核 以 外 ノ疾 患 ニ モ亦K.R.

ガ 非 特 異 的 陽 牲 反 慮 ヲ示 ス コ ト

ハ少 敷 ノ例 外 昌止 マ ノレ

結核以外 ノ疾 患 デK.R.ガ 非 特異的交錨 隅1陞反

慮 テ起 スモ ノハ、前述 ノ實瞼 テ述 ペ タ通 リ、微

毒血情 デ100%テ 示 シテ居 ルガ、徽毒π血清 二封

スル交錯反慮 二關 シテハ、後章述 ブル鑑 別法 ニ

ヨツテ完全 二血情學的 二徽毒 ノ こニ ヨル陽性反

慮 力、微毒 二結核 テ合併 セル重複感染 ノ結果 ニ

ヨル モノデアル カテ決定出來 ル カ ラ、 實際 二

K.R.テ 慮 用 スル コ トニ封 シテハ何等 ノ支障 テ

起 サナ ィ。

次 二、余等 ノ菖業績 ヤ諸家 ノ文獣 上現 レタモ ノ

ヲ綜合 シテ癩、 「マヲ リ・ア」、 「ヂフテ リア」血清

二封 シテハ、・K.R.ハ 或 ル程度 マデ陽性 テ呈 ス

ル デアラウ ト思 バ レルガ、是等 ノ疾患 ハ、 日常

臨躰家 ト シテ ソ レ程屡 ヒ遭遇 スルモ ノデモナ

ク、 且 ツ是等 ノモ ノハ大多数容 易二臨躰的 ニモ

鑑 別出來 ルカラ、實 地癒 用上二殆 ド迷惑 ヲ感 ズ

ル ヤ ウナ コ トハ極 メテ僅 少 デアル。或 ハ是等 ノ

疾 患 二封 スル非特 異性反慮 モ、徽毒 二於 ケル ガ

如 ク、吸着 實験 等 ニ ヨツテ、完全 二鑑別 ガ出來

ルカモ知 レナ イ。何 レニ シテモ、K.R.テ 實 際

臨休上 二慮用 スル ト云 フコ トニ封 シテ、最早彼

此 ト論議 テ加 ヘル絵 地 ガナイ ト思 バ レル。若 シ、

之 テ云 々 スル モノガ アレバ、前述 ノ如 キ疾患 ヤ

或 ハ其他 ノ場合 ニモ相 當 二非特 殊的陽性反慮 ラ

認 メラ レテ居ル徽毒 ノヱ 氏反慮 ノ慮用 二就 イテ

モ同檬 二否定 シテカ ・ラネバナ ラヌ。或 ル特 殊

ノ疾患 二封 シテ多少 ノ類属的非特殊的陽性反慮

ラ起 ス ト云 フコ トハ、蓋 シ生物學的反磨i二於 テ

避 ケ難 イ現象 デアル。前述 シタ疾患 テ除 ケバ、

K.R.ハ 非特異 的陽性 テ呈 スル場合 ハ殆 ド無 イ

ト信 ズル。

'附 記
、 動 物 實 験

察兎 ノ1血蒲ハホ吉核性「アンチゲン・」ト合 シテ補艦

ラ非働昌シテ非特異的陽性反慮 ラ起ス所謂正常

補膿砧合性抗艦 ラ含有 スルコトハ屡 鷺ア久 此

ノ事實 ハ鴻上 ノ嘗 テ綴告セル業績昌モ掲ゲタモ

ノデアルガ近時Petschan氏 等モ同様 ノ事實 ジ

報 ジラ居 ラレル。著者等 ハ本實験 昌際 シテ(逡例

ノ家兎 ノ血構 ノK.R.チ 行 ツタガ.其 ノ内50例

(約80%)ハ 陽性反慮 ラ呈 シタ.但 シ余等 ハ後遠

スル盧 ノ吸若實瞼 ノ結果カラ制噺 スル ト.家 兎

昌起ル此 ノ非特異的陽性反慮ハ所謂抗龍 卜抗原

間 二起 ル補盟結合 デハナクテ、家兎ノ血清内昌

存 入ル或 ル化學的物質(類脂艘様 ノモノカ》ガ多

量 二含"レ テ居ル傾向ガアツ乳 之 ト「アンチゲ

ン」ノ蓄積作用 ニヨッテ起 ル補髄 ノ非働 デアツ

テ、一種 ノ血清化學上ノ補艦非働ニヨル陽性 デ.

免疫血清學上カラ來 タモノデハ決 シテナ{.從

ツテ家兎血清内二正常補禮結合性抗禮 ガアル ト

云 フ見界ハ、全 ク誤 レルモノデアル ト云 フコ ト

ガ出來ル。眞 ノ意味 ノ抗禮 デハナイト云 フ謹櫨

ハ、吸着實験ハ全然不可能 デアルコ トニヨヅテ

明瞭 デァル。叉家兎 ノ血清二於 テ、屡 七ユ氏反

慮モ非特異的陽性 ラ呈7vル コトガアル。前記62

例中ユ氏反慮陽性 ノモノ6例 アル。

以上述ベタヤウナ、非特異的 ノ補盟結合性物質

ハ別物 トシテ實験的二結核菌ラ家兎二皮下接種

ラ行 ヒ結核 二感染 セシメタ揚合32例 二於 テ其

ノ悉 ク既二1週 日目ニハ眞 ノ意味 ノ抗盟 ガ産生

セラレK・R.ハ 日時 ノ経過 スルニ従ツテ次第二

陽性度テ檜強 シテ來ル。勿論斯 カルモノニ於テ

ハ吸着實験 モ悉 ク可能 デアル。

健康海狸血清120例 テ實験 シタガ、非特異的陽

性 テ起 スコトハ全 クナィ。實験的二梅狽 ノ皮下

二結核菌 テ接種 シテ色 々ナ期間二於 テ
、K.R.

ラ行 ッテ見タガ、70例 中陽性テ示 セルモノハ僅

ヵ二3例 デ、何 レモ弱陽性二過 ギナf 。尤 モ、

菌種 ニヨツテ多少結果 二相違スル庭 ガアルカモ

知 レヌガ・大禮 二於 テ海狽ハ抵抗力 ノ極 メテ薄

弱ナル爲力、抗禮 ノ産生ハ大多歎 二於 テ認 メ得

ナィ。家兎二於ケル結果 トハ全 ク相違 シテ居ル。
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五、微毒 卜結械 トワ血清學的鑑別法

既 二簡軍 昌前述 シタ虎 デ アルガ、結核性 「ア ンチ

ゲ ン」ハ、結核 昌封 スル能働力 テ増進 スル昌蓮 レ

テ徴毒 二封 スル非特異 的陽性反慮 ノ李 ラ壇加 シ

テ來 ル。 ドウニカ シテ此 ノ訣貼 ジ取 リ除 カウ ト

從來 多敷 ノ血構學者 ガ苦心 テ重 ネ幾多 ノ努力 ガ

注 ガ レタ ノデアル。結核性 「ア ンチゲ ン」ガ徽毒

二封 スル交錯性 陽性反慮 テ呈 スル原因 ハ結核菌

二從屈 スル類脂肪盟性 ノ物質 デ アルカ ラ此 ノ脂

肪機物 質 ラ結核菌 カ ラ除去 スル法 ガ、 ワ ッセル

守 ン、 ウィテ プスキ、 クリンゲ ンスタイン及 ク

ー ン氏等 二依 ツテ試 ミラレタ。但 シ完全 二脱脂

法 テ行 ッタ結核菌 ハ、 結核 二 封 スル 陽性比李

モ同時 二減弱 シテ來 ルカ ラ、訣黙 ハ除 カ レルガ

結 局結核 二封 シテ使用 スル債値 ノナ イ 「アンチ

ゲ ン」トナツテ來 ル。 ソレ六 此 ノ能働力 ノ薄弱

トナツテ無債値 トナ ツタモ ノニ、更 二態 々取 リ

除 イタ物質 卜梢 、類似 セル「レチチ ン」製剤 テ適

量 二添加 スル法 テ講 ジテ陽性李 ノ増強 テ試 ミテ

居 ラレルガ、 斯 ク シテ、出來 上 ツタ 「アンチゲ

ン」ハ結核 二封 シテ使用 二堪 へ得 ルモ ノデ、 徽

毒 二全 ク反慮 シナケ レパ至極結構 デアル ト思 バ

レルガ、 サテ、 オ誹 へ向 キニ甘 クハ行 カナ イ。

ワヲセルマ ン氏 ガ「テ トラ リンプ レバラー ト」ラ

創製 シタ當時 ハ、徴毒 二全 ク反慮 テ呈 シナ イ ト

唱 ヘ ラ レタガ、追試者 ノ實験 結果 ハ,績 々 ト徽

毒 二封 ス ル非特異的陽性反慮 テ報 ゼラ レタ。

ウ ィテプスキー氏等 ノ「アンチゲ ン」モ同様 デ、

徴 毒 二封 スル非特異的陽性反 慮 ノ比李 二多少 ノ

相違 ガアルガ陽性 テ呈 スル コ トハ確實 デアル。

余等 ノ從來 ノ多数 ノ實験 ノ結果 ニ ヨル ト、徽 毒

二反塵 スル陽性卒 ノ強 イモ ノ程
、又結核 二封 ス

ル陽性比李 モ強 ク、最 モ優秀 ナ結核性 「アンチグ

ン」トナ リ得 ル。

大艦 二於 テ、活働性肺結核 二封 シテ陽性李 ガ50

%以 下 ノモノデハ如何 ナル種類 ノ「アンチゲ ン」

ラ使 用 スルモ、徴 毒 二封 スル陽性李 ハ殆 ド零 デ

ア ル 。

ソ レヨリ、結核 昌封 スル陽性度 ガ堆 ス昌從 ツテ、

次 第 二徽 毒 二封 スル陽性比享 ガ墳加 シテ來 ル。

結核 昌封 スル反慮度 ガ約80%位 ノモ ノデハ,

徽 毒 昌封 スル陽性比率 ハ大髄、30乃 至40%=起

ツ テ來 ル。

結核a封 スル反慮度 ガ90%以 上 ノモ ノデへ 殆

ド徽毒 二封 シテ100%陽 性 テ示 シテ來 ル。

往 々、次 ノ如 キ甚 グ間違 ツタ考察方 ヲ持 ツテ居

ラレル者 ガ アル ト思バ レルカ ラ、 一言附祀 シテ

置キ度 イ。

今弦 二、 甲、乙 ナルニ種 ノ「アンチゲ ン」ガアル

トシテ、結核 二封 ス ル陽性比率ハ甲ハ73%卜
'
シ、乙 ハ70%ト スル。徽 毒 二封 シテ ノ非特異

性陽性李ハ甲ハ40%デ 乙 ハ15%デ ア ツタ トス

ル。結核=封xル 陽性李 ノ差 ハ僅 カニ3%二 過

ギヌガ、非特異的反慮卒 ノ差異 ハ實 二25%テ 示

ス。此 ノ場合 二、多歎 ノ者 ハ、 甲、乙 ノ「アンチ

ゲ ン」テ比較 シテ、大艘結核 二封 スル陽性李 ハ、

伯仲 ノ間ニ アル トス レバ非特 異性 陽性李 ノ遙 カ

ニ紗 イ乙「ア ンチゲ ン」ノ方 ラ優秀 デアル カノヤ

ゥニ認 メラレルガ、是 ハ甚 グ間違 ツタコ トデア

ル。假 令、3%,陽 性李 ノ差異 ニセ ヨ、結核 二

封 スル反庶李 ノ高 イ甲「アンチゲ ンJテ 遙 カニ乙

二優 レタモ ノ トシテ選 バ ナケ レバナ ラヌ
。

徴 毒 二封 スル非特異的陽性反慮李 ハ或 ル程度 マ

デハ皆無 デ、一程度以上 二達 シテ結核 二封 スル

陽性卒 ノ充謄 ニハ比例 シナ ィデ急速 二檜加 シテ

來 ルモ ノデ アル。此 ノ邊 ノ事 實 ラ ヨク玩 味 シテ

批判 テ下 ス コ トガ肝要 デアル。

結局、此 ノ結核 ト徽毒 トニ起 ル、利 害、得 失 テ

甘 ク加減案 配 シテ、利得 計 リラ上ゲ ヤウ トスル

企 テヘ コ ンリンザ イ不可能 ノコ トデアル ト余

等 ハ 確信 シテ 断言 スル。 「アチ ラ立 デ レバ、 コ

チラガ立 タズ」。 ト云 ツ久 嘆 キ テ深 クスルニ止

マル。結核 二封 スル反慮李 ノ最 モ優秀 ナモ ノコ

ソソレハ最良 ノ「アンチゲ ン」デアル ト認 メル ノ

ガ至當 デ アル。余 等 ノ考ヘ デハ結核菌 カラ徴 毒
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二反慮 スル成分 ヲ去 ラウ トスル コ トハ 「角 ヲタ

メテ、牛 テ殺 ス」 ガ如 キ仕業 トシカ思 八 レナ ィ。

若 シ結核 二封 シテ殆 ド100%二 近 イ陽性傘 テ示

シテ徽遜 二全 ク反慮 シナイヤウナ良好 ナ 「ア ン

チゲ ンJガ 出現 シタ ト7・レバ、其 ノ時 ハ、余等 ハ

潔 ク其 ノ軍 門 二兜 テ腕 イデ降伏 スル ガ、斯 ウ シ

タ希望 ハ、余 等 ノ從 來 ノ多方面 二亙 ル實験 ノ結

果 カラ推論 シテ遺憾 乍 ラ、随 ラ得 テ蜀 ラ望 ムガ

如 キ野望 ノ類 力、或 ハ「天 二向 ツテ唾 スル愚畢 ト

シカ思ヘ ナ ィ。 「百年河情 テ倹 ツ」ヨリモ尚線遠

イモ ノ、 イヤ絶封 二不 可能 ノモ ノデアルN断 註

ス ルo

結核菌 カラ産 生 スル補艘結 合性抗罷 ハ、其 ノ菌

蛋白艦 ノヤウナモ ノ計 リデハ ナ ィ。Diens,sch-

6nheitu.Schleffet)氏 等 ハ完全 二脱脂法e施 シ

タ、純梓 ノ結核菌蛋 白艦 ノこデハ,實 験的 二補

艦結合性抗盟 ラ産生 シナ イ ト述 べ テ居 ラレル

ガ、是等 ノ實験 ハ、 凡べ典型 的結核 菌 二化學的

ノ操作 ラ施 シテ得 タモ ノデ、斯 カル操作 ノ下二

結核 菌蛋 白盟 ナルモ ノガ果 シテ損 傷 セ ラレズ、

生地 ノマ ・デ取 リ出サ レテ居 ルカ ドウカ ト云 フ

コ トガ問題 デアル。斯 カル操作 ラ施 ス爲 二、 生

物免疫學 的 二、 或 ハ血清免疫學的 二 「ア クチー

フ」デアル可 キ菌蛋白禮 ガ 「イ ンアクチー フ」ノ

モ ノニ攣 化 シナイ トモ限 ラレナ イ。

余等 ノ實験 デハ、軍 二物理學的 二加熱 滅菌法 テ

加 ヘ タノ 走デハ、 チール、 ネエルゼ ン氏 デ全 ク

青染 スル即 チ染 色上 カ ラ見 テ抗酸性脂肪性被膜

ノナ ィ主 トシテ菌蛋 白カ ラナル ト思 バ レル、結

核 菌 カラ漿 移 セラ レタ、球菌或 ハ桿菌 テ實験的

二家 兎 二注射 スル コ トニ因 ツテ、補盟結合性抗

禮 テ充分産 出 スル能力 ガ アツタ。故 二、 定型的

結 菌 カ ラ被膜 テ自然的 二除去 セラレタ原形 質様

物 質主 トシテ蛋 白禮 ト思 バ レルガ之 二因 ツテモ

抗盟 テ産 生 スル コ トハ出來 ルガ、菌蛋 白禮 ヨリ

モ寧 ロ、菌蛋 白艘 テ被包 セル類脂肪檬物 質 ノ方

ガ抗饅 テ産生 スル程度 ガ甚 ダ強 イ。故 二前 ニモ

述べ タ通 リ、 「ア ンチゲ ン」トシテハ菌禮 ノ殆 ド

全成分 ガ ヨク「ゼロ ・ギッシユ、アクチー フ」ノ駄

態 昌含 マ レ、且 ツ生菌 ヨ リ産 生 セ ラレル禮外髭

素 ノ適鑑 テモ同時s含 ング所謂VollAntigen

デ ナ ケ レパ完全 ノモ ノ トハ云 ヒ難 イ。

結核菌 カ ラ抗髄産 生 昌最 モ必要ナ脂肪機物 質 テ

除 去 シテ「ア ンチグ ン」トスル ト云 フコ トへ 全

ク不 合理 ノコ トデハナ ィカ。

斯 カル「アンチゲ ン」デハ、充分優秀 ナ結果 テ上

ガ得 ナ イコ トハ、 火 テ賭 ル ヨリモ明 カナコ トデ

アル。態 々有用 ナモ ノテ除 去 シテ◎更 昌「レチチ

ン」テ添加 スル∴至 ツテハ.「勢 シテ功 ナキ」迂逡

拙 劣 ナコ トデ アル。精 々、 甘ク案配加減 ヲ施 シ

テ見 テモ、徽 毒 二封 スル陽性隼 ハ減弱 シテ來 ル

ガ、反面 二、結核 二封 スル陽性李 二大損傷 ヲ惹

キ起 シテ來 ル。

・ 斯 クノ如 ク、殆 ド全 ク避 ク可 カラザル,徽 髭 卜
'結 核

トノ交錯 性反 慮 ハ、第16表 テ通 覧 ス レパ

極 メテ明瞭 デアル。

第16表 種 々ナlv「アンチゲソ」ヲ使用 ・yテ

結核補燈結合反慮 ト微毒二封スル非特異

性陽性反慮 ノ推移 ヲ示ス

「篇 響i轡燦 馨懸

馨 劇 優秀 融 轟 。舅)

ス繕11・ ・%1・・%1義613・%…

第17表 諸家 ノ行ヘル徴毒

二封スル非特異陽性李

實験 者 矧
Ichok

Massias

Fried

RieuxetBass

Sellerset
Ramsbotton

Rabinowit5ch

Bouvier

Bezansonet
Bergeron

鴻 上 等

100%

16.,

34,,

30,,

42,,

99

99

肘

76

30,,

100,,

90,,

64,,

以 上 述 べ タ通

リ、徴 毒 ト結核

トノ交錯 性反慮

ガ不 可避的 ノモ

ノ トス レバ、如

何 ニ シテ、徽 毒

ニ ヨツテ起 ツタ

非特殊性反慮 デ

アル カ ト云 フ コ

トテ、血 清學 的

二鑑 別 スル コ ト

ガ重大 ナ必要問

題 トナ ツ テ來

ノレo
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結核 ト微 毒 トノ補禮結合反慮 上 ノコ ンガラガ リ

ハ、極 メテ重大性 テ帯 ピタモノデアル カラ、文

献 上二現 レタ諸大家 ノ非特異性陽性比章 ラ冗長

デハ アルガ、大禮掲 グテ、讃者諸氏 二如何 二其

ノ結果 ガー定 シナ イ錯雑 セルモ ノデアルカラ銘

記 シテ頂 キタイ。(第17表)

表 中鴻上等 ノ結 果64%ハ 結 核第1巻466頁 ノ

業績、90%ハ 結 核第4巻 第7號718頁 、100%

ハ現 著。

以 上 ノ如 キ結果 デ アル ガ、之 テ要 スルニ、徽 毒

二封 シテ反慮率 ノ多 イ「アンチゲ ン」程、結核 二

封 シテモ良好 ナ「アンチグ ン」デアル ト云 フコ ト

ニナツテ來 ル。徽毒 二幾何 程 ノ陽性李 ラ示 ス カ

ト云 フコ トラ見 レバ、結核性 「アンチゲ ン」ノ良

否 ガ云分 ル。

非特異性陽性反磨 ラ鑑別 スル方法 トシテハ、大

盟次 ノ如 キコ トハ考へ得 ラ レル。

前述 ノ通 リ徽毒 二全 ク反慮 シナ ィデ且 ツ優 秀ナ

結核性 「ア ンチゲ ン」テ製出 スルコ トハ、全 ク絶

望 ト云 ッテ ヨイ トス レパ、抗膿 間 ノ特異 ノ性能

ラ利用 シテ鑑別 テ企 テノヒヨリ外 二途 ガナ ィ。此

ノ方面 二關 シテモ亦、余 等ハ、種 々ナル實験 ラ

試 こタ。 「アンチゲ ン」飽和法、RabinoWitsch

氏等 ノ唱 へ 久 ザ ックス、 ゲオル壬 二氏反慮 ノ

現 バ レル時間的相違、補禮結合反慮 二要 スル温

度 ノ相違及 時間的差異等 二就 イテ賞験 テ試 ヒタ

ガ、多少鑑 別 ガ出來 ル ヤウニ思 ハ レタコ トモ ア

ルガ、到 底満足 ス可 キ結果 ハ上 ゲ ラレナイ。

次 二EeWitebskyu.R.Klingenstein'es)氏 等

ノ唱 《・ラ レタ徽 毒性抗盟 ハ比較的易熱 性 デ、結
●核性抗盟

ハ耐熱 性 デアル ト云 フ相違 ラ利 用 シテ

鑑別 スル法 デアルガ、 コ レガ、完全 二出來 レバ

至極簡軍 デ ヨイガ、出來 ル揚合 モ アル、出來 ナ

イコ トモ アツテ、結果 ガ不 明瞭 デ使用 スル コ ト

ガ出來 ヌ。

此 ノ鑑別法 ノ概要 ハ、56度30分 間 非働性 トシ

タモ ノラ更 二15分 間、60度 乃至62度 二15分

間 加熱 スル ト徽毒性抗禮 ハ完全 二消失 シテワ ッ

セルマ ン氏反慮 ハ陰性 トナツテ來 ル ガ、結核性

抗艦 ハ「テルc-7・ タ ピー ルJノ 爲 二,60度 乃 至62

度15分 間 ノ加熱 ・馬影響 セ ラレナィデ、残留 スル

カ ラ鑑 別出來 ル ト云 フノデアルガ、成 ル程、徽

毒性抗盟 へ 結 核性抗照 ヨリ で「テルモ ラピー

ル」ノ傾 向ハ アルガ、全 ク影響 セ ラレヌコ トハ ナ

イ。大 小、 多寡 ノ相違 ノこデ、必 ズ抗盟能力 ノ

減殺 ラ起 シテ來 ル。抗盟 疑 ノ僅 少 ナ結核 血清 デ

ハ60度 乃至62度 ノ加熱 デ全 ク消失 スル コ ト・・

屡 、アル。

(2)鑑 別 法 トシ テ ノ抗 禮 吸 牧

本法 ハ抑 篭ヱー ル リ'ヒ 、 圭竺 と 旦二上 、亙

ステラニー氏等 ニヨツテ創 マツタモ ノデ アル コ

トハ周知 ノコ トデ、鴻上等 ハ前業績 二於 テ既 二

本法 ニ ヨツテ鑑別 デ企 テ ン トシテ様 々 ノ實験 ラ

重 ネタ ノデ アルガ、吸牧法 テ施 シタ血 清へ 意

外 二著明 ナ自家抑制作 用 ラ現 ハ スガ爲 へ 鑑 別

ガ不明瞭 デ、面 白 イ結果 テ得 ナ イデ終 ッタ ノデ

アルガ、近 時、Witebskyu.Klingenstein(2')

氏等 ハ、G.1.Farbindustrieノ 乾燥結 核菌粉

未 テ吸著元 トシテ 結核 ノ抗盟 テ完全 二除去 セ

シムル コ トガ出來 ル。或 ハ牛 心 「ヱキス」ノ乾燥

シタモ ノラ徽毒血清 二吸著 セ シムルコ トニ ヨツ

テ、ヱ.氏反慮物 質 テ完全 二除去 スルコ トガ出來

ル。是 レニ由 ッテ徽 毒 ニ ヨルモ ノカ、否 カ ノ血

清學 的鑑別法 ガ完 全 二出來 ル ト實験 例 ハ極 メテ

少数 デハ アルガ報告 セラレタ.余 等 ハ立、之氏

等 ノ業績 二刺戟 ト更 二甚深 ナル興味 ラ 喚 ピ起

シbS.T.菌 ニ ヨツテ吸牧 法 テ行 ツテ見 タガ其 ノ

結果 ハ頗 ル優秀 デ完全 ナモ ノデ アツタ。弦 二實

験 ノ結果 ラ詳述 シテ此 ノ實際 上必要 ニ シテ且 ツ

重要 ナル問題 ラ諸彦 ノ追試 ラ待 ツテ完全 二解決

シ度 イ ト思 フ。

(i)操 作 法要綱

S・T.菌 株 ヲ,レー氏「コJVペ ソ」内「グリセリン」肉汁上

二5日 間培養スル。菌ハ此 ノ間二全面 ヲ蔽 ヒ、 更二

「コルペン」ノ壁二生ヒ上 ルニ至ル。之 ヲ撮氏百度 ノ温

熱30分 間滅菌シテ菌膿ノミヲ濾別シテ探,v。 之 ヲ乳

鉢ニテ丁寧 二細挫 シ、滅菌蒸鱈水 ヲ加ヘテヨク洗ヒ、

遠心沈澱 ヲ施 シ、上清ヲ捨 テ・菌盟 ノミトナシ、更二
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新二減菌水 ヲ加ヘテヨク撹井遠心沈激 ヲ行 フ。此 ノ繰

作 ヲ45同 級 リ返erPt後 へ 上滴ヲ捨 テ・薗轍 ノミヲ

探 リ、約90度 ノ乾熟器昌入 レテ大髄水分 ヲ鼎戦乾燥

セシメタ,レ後 二、硫酸乾燥器内デ完金 二乾燥 セヴメ、

乳俳デ充分細挫yテS.T.菌 乾燥粉末 トiveテ醇蔵ス'レ。

此 ノ乾燥粉末菌ヲ吸着元 トヴテ使用スルノデアルが、

被槍血清 ノ抗髄含有量ノ多少ニロツテ、吸着元 ノ使用

量ニモ大小 ノ差員ガアルガ、大髄被検原血消1.Oca二

封 ・yテ乾燥粉末菌5mg位 加^レ バ抗囎ガ全部除去出

來,レ。抗龍量ノ多イ免疫血清 ノ如キモノデへ1度 ノ

吸牧法デハ抗盟 ガ完全 二除去出來ナイヤウナ場合が

ア'レ。斯 カル際ハ更二新タニ吸牧元 ヲ加ヘテ操作 ヲ飯

リ返セバ完全ニ トレル.

乳鉢内二適當祉ノ乾燥粉末菌ヲ入 レ、之二被検血清ヲ

徐 々二注加 シテ、菌粉 ヲ磨細 シテ抗艦 ノ吸着 ヲ容易ナ

ラシメル。出來上ツタ、血清菌浮游液ヲ遽心沈激管二

入 レテ37度 重湯煎二1時 間之至1時 間牛描置メlv。

此 ノ間15分 間毎二沈澱管 ヲヨク振盈 シテ内容 ノ混和

ヲ計ル。重温煎内所定時間後、弧力遽心(凡 ソ3000同)

器 ニテ30分 間遠心沈澱 ヲ行 ヒ、上清血清ヲ探取シテ

試験 二供スル。

徽毒抗盟吸敢法・・牛心酒精 「エキス」ヲ量湯煎上二蒸

登 シテ飴献 ノ乾燥物 ヲ吸敢元 トシテ使用メル。吸敢元

ノー定量 ヲ血清 二混^テ ヨク混和 ・;1、37度重湯煎ニ

ー時間牛 ノ後更二・一夜氷室二貯 ヘテ之 ヲニ枚重 ネ合

シタ硬化櫨紙 ヲ使用 シテ水流 「ポソプ」デ濾別 シタ血

清 ヲ使用スル。

何 レノ場合 二於テモ、吸着法 ヲ終ヘタ血清 ト原血清 ト

ノ補催結合反慮 ノ封比實験 ヲ試 ミル。吸着血清、生地

血清共 二原血清0.1aaヨ リ倍進稀霧 ヲ行ヘバヨ4。

血清封照其他必要ナル封照ハ併置メル。吸牧法 ヲ施 シ

タ血清 ニノ・特別二自家抑制作用 ヲ此 ノ爲二起スヤウ

ナコト・・殆 ドナイガ、若 シ起ルヤウナ場合ニノ・血楕 ヲ

夏二56度15分 間加熱スレ・t除去出來ル。(第18表 及

第19表)

第18表S.T.菌 乾燥粉末ニヨ2v抗盟吸着様式

Nativ.Absorb.

AeTbc.Sem』 馳K.R.(+)K.R.(一)
W.R.(一)W.R.(一)

BSypb.Sera一 触K.R.(+)K.R.(+)

w・R・(+)w・R・(+)

C.Tbc+Syph触K.R.(什)K.Re(+)

結核抗盟含有量タ●Sera

WR響 罫轍 為

n澁 鵬 ゾ 馳 畿 士1喬:餐:1士l

E・TbeeSera一 馳 縦 ‡1轟二賢毬

a

b

c

d灘 鵬 器登1-→ 胤 お 轟:喪:!‡;

eTbc・Sera」 蟻 儲ll‡1椴:1‡1

第19表 牛 心 「エ キ ス 」乾 燥 物 質 ニ ヨル

抗 儘 殿 着 棟 式

Nstiv.Absorb.

Tbe・㎞ 」戦 轟:離1縦 ±l

Sy山㎞ 触 椴1‡1椴:1=1

謝 撫 』些竺 κR繍抗藩 藍
ケ喚1曹 法 力r繍メ

W。R.(十)W,R。(一)
Absorb

第18及 第19表;於 ケルE及eノ 知 キ結果 トナレ〆..

結核ノ爲ニヱ氏反慮 が非特異的陽性反磨ヲ示 ヴタモ

ノト列定 シテヨイ。

以上述 ベ タニ機 ノ形式 ニヨツテ鑑別 出來 ル ガ、

血清杓 ヨリ牛心 「ヱ キス」二依 ッテ其 ノ抗盟 ヲ除

去 セ シムル法 ハS.Te菌 ニ ヨリ結核 性抗嘘 テ取

リ除 クニ比較 シテ、操作 モ精 篭困難 デモ アリ時

間 モ永 ク要 シ、且 ツ不経濟的 デモ アルカ ラS.Te

菌粉 末 トS.T.「 ア ンチゲ ン」トアレパ極 メ テ簡

軍 二且 ツ確實 二出來 ル カラ、S.T.菌 ニ ヨル駁著

法 ノ責験 成績 ラ掲ゲ ル コ ト・スル。

(ii)結 核 主 トシテ活働性肺 結核患者 二封 スル吸.

牧 實験

102例 ノ血清 二就 イテ吸若實験 テ行 ヘル結 果 ハ、

其 ノ悉 クノモ ノガ、補膿結合性抗禮 テS.T.菌

ノー定量 二依 ツテ、全 ク除去 スル コ トガ出來 タ
。.

尤 気 抗禮量 ノ意外 二多 イモ ノへS.Te菌 ノ吸

着法 テ再度繰 リ返 シテ行 ツ タモ ノモ 教例 ハ ア

ル。大盟 二於 テ、乾燥菌 末5mg内 外 デ、抗艦

ガ全部吸着 セ ラレテ除 去 スル コ トガ出來 ル。

(iii)所謂 正常補艦結合性抗艘

健康家 兎血清 ノ如 キモノハ、S.T.「 ア ンチゲ ン」

ト合 シテ補禮結合反慮陽性 テ示 スガ如 キ物質 テ

持 ツテ居 ル。斯 カル、 血清8例 二就 イテS.T.

菌 ニ ヨル吸着實験 テ試 ミテ見タ ガ、 悉 ク吸着 怯
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ラ行 ツ タモ ノ ト生 地 ノ血清 トノ補盟結合度 ハ寸

毫 モ相異 シナ イ。 ノ ミナ ラズ、此 ノ内、3例 ハ

噴着法 テ行 ツタモ ノガ、原血清 ヨリモ却 ツテ溶

血阻止 ノ程度 ハ勘 シ強 イ結果 ラ示 シタ。

右 ノ實験結果 カラ見 テ余等 ハ家兎 ナ ドニ起 ル所

謂 正常補盟結合性抗膿 ナルモ ノハ、特殊 的 二生

ジタ補膿結合性抗盟 トハ全 ク生物化學的 二或 ハ

血 清兎疫 學的 二相違 シタモ ノデ、前者 ハ唯軍 二

血満内 へ 或 ル化學的 ノ物質 ガ檜 加 シテ居 ツテ、

此 ノモ ノガ、追加 セラレタS.T.ト 合 シテ抗補

艦的作用 テ惹 キ起 シタニ過 ギナ イモノデ、血清

免疫學 上 二所謂、眞 ノ意味 ノ抗禮及抗禮原間 二

起 ル特異的 ノ反慮 デハ決 シテナィ。其 ノ謹櫨 ハ、

全 ク吸着賞験 ガ不可能 デアルー事 二依 ツテモ分

ル コ ト・思 フ。如述 ノ吸着 ノ實験 ノ結果 チ押 シ

庚 メテ推論 ス レバ、若 シ、人血清内 ニモ家 兎 二

等 シイヤウナ正常抗禮 ガアリ得ル トス レバ、此

ノ場合 二於 テヤハ リ、吸着寛駿 ノ結果 ハ不能 デ、

陰 性 ラ示 スコ トナル。 ツマ リ、 コレガ果 シテ眞

正 ノ冤疫學的 二云 フ抗禮 デアル カ否 ヵ ト云 フ鑑

別、言葉 ヲ換 ヘテ謂 ヘバ、嚴密 ナ意味 ノ特異的

反雁 デ アル カ、健康者 二起 ル非特殊 性 ノ陽性反

慮 デ アル カラ鑑別 スル目的 二確實 ニ シテ有用 ナ

ル方法 デ アル ト信 ズル。從來、結核補盟結合反

慮 ガ.實 験 者 ニヨツテ健康者 ニモ非特異的陽性

反 慮 テ示 スコ トガ アル ト看倣 サ レテ居 ル ノデ ア

ル ガ、余等 ハ從來 行 ッタ、多薮 ノ實験 ノ結果 カ

ラ見 テ、人血清内 ニバカ ・ル正常抗饅 ナル モ ノ

ハ殆 ド認 メルコ トハ出來 ナカツタ。人血 清 デ補

蛋 結合反慮 ガ陽性 ノ場合 ハ、其 ノ抗禮 ハ悉 ク吸

着 法 ニ ヨッテ除去 スル コ トガ出來 タ。即 チ眞正

ノ抗膿 デアツタ。

S.T.菌 デ吸着 出來 ルモ ノナ レバ、其 ノ個盟 ハ必

ズ何 レカノ場所 二補盟結合 性抗糧 ラ産 出 ス可 キ

程度 ノ結核性病髪 ガ存在 シテ居ルモ ノデ、抗艦

ノ産生 ガアル以上ハ、 必 ズソコニ事闘 ガ アリ、

火 ガア リ、實戦 ノ開 カ レテ居ルモ ノ ト認 ム可 キ

デアル。印 チ吸着 法 ニ ヨリ除去可能 ノ補簸結 合

・性物質 ガ被 検血清内 ニアル トス レパ、其 ノ個盟

ハ、 血尚學Lノ 兄地 カラ云 ヘパb眞 ノ活働性結

核 ノ保有者 デアル ト認 メテヨイ。

斯 カルモ ノハ、 トリモ直 サズ、臨躰 上 ノ所謂結

核早期的診断 ∴適合 シタモ ノデアル ト思 フ。

反封 二、 吸着實験 ガ不能 ノ陽性反慮 ガ アリ トス

レバ、 ソ レハ、所謂、非特異的陽性反慮 デ アル

ト看倣 シテヨィ。萬一、補髄 結合反慮 ノ結果 テ

臨休 ト照 ラ シテ疑 ハ シイ ト思 フヤウナ場 合 ガ ア

リ トス レパ、吸若實験 テ行 ッ テ眞正 ノ抗禮 デア

ルカ或 ハ血滑 内二或 ル非特殊 的化學 的物 質 ノ檜

量 セル爲二起 ル輩 ナ ル補照 非働 ノ結果 デ アルカ

テ決定 ス レパ、果 シテ結核 力否 カテ裁噺 スル有

力 ナ方法 トナ リ得 ル。

(iv)徽 毒 血清

臨休的 二精 査 ラ経 テ、先 ヅ、結核 ノ重合感染 テ

認 メナイ トセ ラ レタ者、27例 二就 イテS・T・ 菌

ニ ヨ リ吸牧實験 ラ試 こタガ、23例 二於 テ,全 ク

臨躰上 ノ所見 ト合致 シテ吸着 ラ行 ツタモ ノ ト、

生地血清 トノ間 二就 テ、補髄結合度 二何等 ノ相

異 テ示 サナカツタ。4例 ハ多 少 二拘 ラズ吸着 テ

行 ツタ方 ガ、補禮結合度 ノ減弱 テ認 メタ。故 二、

此 ノ4例 ハ臨休上 二確 定出來兼 ネル程度 ノ活働

性結核病竈 ノ重 合感染 ノアッタモ ノト判断 スル

コ トガ、血清學的 二見 テ極 メテ至當 デアル ト余

等 ハ信 ズル。

(v)徽 毒 ト結核 トノ重合罹患 ノ場合

遺憾 乍 ラ、重合性罹患 ト思 バ レルモ ノデ、確實

二診断 ノ出來 タモ ノハ、9例 二過 ギナ イ。

S.T.「 ア ンチゲ ンJデユ氏反慮陽性 ノ場 合二陽性

反慮 ハ軍 二微 毒 ノヒカラ來 タモ ノカ、徽毒 ト結

核 トノニ重罹患 ノタメニ起 ツタモ ノカテ鑑別 ス

ル コ トガ、 血清學 上 ノ主要 ナ眼 目 デアル。輩 二

徴毒 ノミノ感染 デアル場合 ニハ、吸着 テ施 シタ

モ ノ ト、 生地 ノ原血清 トノ間 二起 ル補禮 結合反

慮度 ハ全 ク相違 ラ示 サナ ィ。

然 ルニ結核性抗 艦 ハ、完全 二吸着 シテ消失 スル

モ ノデ アルカ ラ、結核 ト徴 毒 トノ重合感染 ノア

ル場合 ニハ、吸着實験 テ施 シタモ ノハ、結核抗

膿 二封 スル補禮 ノ結 合度 グ ケ生地 ノ血清 二比較
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シテ減弱 スル コ ト・ナル。

前記9例 二就 イテ實隙 テ行 ヘ ル結 果 ハ、悉 ク満

足 ス可 キモ ノデ アツタ。簡 即 由且 ツ明確 昌鑑別

ガ出來 ル。唯、此 ノ場合 二結核抗禮 ノ全 ク訣除

シテ居 ルヤウナ重 合躍患或 ハ徽 薄性抗開 ラ峡除

セル重合羅患 ノ楊合 ニハ、血情學的 ニハ ソノ何

レカー ツ ノ更ラ畿 見 シ得 ル バ デアルガ、斯 カ

ル モ!ハ ドウモ致 シ方 ガナ イ。

(vi)結 核 ノ嬬 畠ユ 氏徽轟反慮 ガ非特異性陽性 ラ

呈 スル場合

本 問題 二關 シテハ色 々 ノ説 ガアル。或 ル者 ハ、

非特殊的反慮 テ呈 スル ト述 べ、或 ル者 ハ.非 特

異性 反慮 ハ起 ラヌ ト云 フ。起 ル ト云 フ方 ニモ、

起 ラヌ ト云 フ方 ニモ、 コ レト云 ッテ確 離 ノナ イ

場合 ガ多 イ。唯臨躰上 カ ラ精査 シテ完全 二徽毒

ノ存在 テ否定 シ得 タ場合 ニモ、結核患者 デユ氏

反庶 ガ陽性 テ示 スコ トガアル、 コレハ、明 力三

非特異的反癒 デ アル ト、 主 トシテ臨躰 的 ノ立場

テ根底 トシテ ノ論噺 デアル ガ、臨躰上 ノ所 見 ト

云 フモ ノが、必ズ完全無訣 ノモ ノトハ云 ヘナ ィ。

寧 ロ、甚 ダ韮牒 ナ方法 デ アル ト謂 ツテ ヨイ。 グ

カラ臨躰 上 ドウ ノコウノ ト云 ツテ見 タ虚 デ、 ソ

レハ樋 カナ結論 トハ ナ リ得 ナ イ。

結核患者 デ生前ユ氏反慮 ガ陽性 ラ示 シタ モ ノ

テ、剖 見後、何 レノ場所 ニモ徽 毒病竈 テ認 メル

コ トガ出來 ナカツタ撒例 テ或 ル病理解 剖學者 ガ

報告 シテ居 ラレル ガ、是 へ 臨躰家 ト違 ッテ、

剖 見 シテ ノ結果 デ アルカ ラ、論櫨 バー層確實性

テ帯 ピテ居 ルガ、身禮 ノ各部 ラ、悉 ク「シヱリヱ

ンシュニ,卜 」一 シテ検査 テ 行 ツ タモ ノデハナ ィ

カラ、断然無 イ ト頑張 ル繹 ニモ行 カヌ。

非特 異性反慮 ガナ イ ト云 フ方 モ、 アル ト云 フ方

以 上 二論檬 ガ薄弱 デ、何等断然起 ラヌ ト云 フ確

謹 ハナィ。余等 ハ前著 二於 テモ、既 二確謹 ハナ

イガ、結核 ノ場合 二微毒 ノヱ氏反癒 ガ或 ル程度

マデ、 非特異 的陽性反慮 テ呈 スルモ ノデ ァラゥ

ト云 フコ トラ推定 シタ ノデアル ガ、若 シ斯 カル

揚合 ガ アリ トス レバ、第18、19表 ノ(E)及(e)

二相 當 スル結果 テ得 ル筈 デ アルガ、本例 二該當

スル ヤウナ場合ハ多鍬 ノ實験例中唯1例 アツ
ノ 　

タ。患者 ハ右側下葉 ノ早期浸潤 ノヤ ウナモ ノア

アツタガ、結核補盟 精合反慮 モユ氏反慮 毛非働

性直後 ヨリ6日 目vデ 陰性 デ アツタガ・7日 目

二於 テ結核補禮 紹合反慮 ガ張陽性 テ示 ス ト同時

一、微 轟 ノユ氏反慮 モ亦張陽 トナ ツテ來 タ。患

者ハ18歳 ノ鹿女 デ先天的 一 モ後天的 ニ モ全 ク

徽 毒 ノイ確 ラ否定 シテ 射 モ ノデ アル.此 ノ血

清 二就 ゴテ、前掲表中(E)二 相 雷 スル吸著實験

成績 号得 タ。故 二本例 ナ ドハ血構學 的 昌云 へ'`・

確實 二結核 ノ編 ヨ.ユ 氏反慮 ガ非特異的陽牲 テ

示 セルモ,デ アル ト解 葎 シテヨカラウ。今後

斯 カル例 激 ガ多敷 島出 テ來 レパ、本 問題 ラ解決

ス'レニ甚 グ有利 デ アル ト思 フ.

(vii)結 核菌 乃至其 ノ髪 移性菌 ガ 果 シテ徽 毒性.

抗 罷 ラ全 ク吸着 スル コ トナ キヤ

余等 へS.T.菌 乾燥粉 末 ノー定量 ヲ徽毒 血清 二

混入 シテー定時間重 湯煎 二虐置 スル コ トー ヨツ

テハ、何等 其 ノ抗艦 二異動 ラ示 サヌ。即 チ吸牧

實験 不能 ナル コ トラ述 ベ タガ、此 ノ結果 ハ、唯

新 ラ シf菌 粉 末 ラ重 湯煎 内 ニー定時間 内盧 置 シ

タ場 合 一 ノミ適合 セ ラ ル可 キモ ノデ アル コ ト

テ、念 ノ爲、舷 二申 シ添 ヘテ置 ク。

元來、S.T.「 ア ンチゲ ン」或 ハS.T.菌 粉 末浮液 ニ

ガ徴 毒血 清二封 シテ非特 異的 ノ反慮 テ補禮結合

上 デハ現 ハ スーモ拘 ラズ、 吸牧 實験 デハ、結核

ノ抗艦 ノミガ吸著 セ ラレテ、徽 毒 ノ抗禮 ハ何等

ノ影響 ラ蒙 ラヌ ト云 フコ トハ、 甚 グ不可思議 ノ

鮎 デ アルガ、此 ノ不 可思議 ナ現象 ラ起 ス理 由 ハ、

極 メテ明 カニ解決 ガ出來 ル。・

新 ラ シイ乾燥粉末菌 テ37度 重湯煎 二1時 間孚

虜 置 シタ ノミデハ、徽毒血 清 二封 シテへ 「アン

ボ セプ トール」ノ受納禮 ノ細菌附着籏(Cytophile

GrupPe)ガ 細 菌禮 ノ附着籏(HaptophoreGru--

PPe)二 親 和力(AMnit5t)或 ハ結合 力(Avidi悟t》

ガ薄 弱 デ・ 結合 シ難 イ駄態 トナ ツテ居 ル
。 即 チ

徽 毒性抗禮 二封 シテへ 「ア クチー フ」ノ附着族

ノ献態 トナツテ居 ラヌガ、結核抗禮 二封 うテハ
、

親和性 ガ極 メテ大、且 ウ迅速 デアル、即 チ極 メ
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テ 「アクチー フ」ノ}伏態 二置 カ レテ アル。此 ノ鮎

ハ、鑑別 上 二用 ヒラ レル重 用 ナ性能 デ アル。結

核抗盟 ニ ノミ親 和性 テ有 シテ、徽毒抗盟 昌ハ不

感性 ノ駄態 ニ アル。

蝋 ツテ、補禮結合反慮 ノ状態 二就 イテ見ルー、

新 ラシイS.T.菌 粉 末 テ生理的食盟 水浮澹液 ト

ナ シ之 ラ「アンチゲ ンJト シテ補盟結合反慮 テ行

ツテ見 ル ト、結核血情 バ ニ陽性反慮 テ呈 シテ

徽毒血清 ニハ殆 ンド反慮 シナ イ。

斯 カル浮游液 テ漁熱100度 二激同滅菌 テ施 シタ

モ ノテ、 或 ル期間 内貯藏 シタモノラ 「アンチゲ

ン」トシテ補艦結合反慮 テ行 フ揚合 ニへ 結核 二

封 スル陽性李 モ新鮮 ナ調製 直後 ノ浮游液 二比 シ

テ、非常 二増加 シテ來 ル來 ルガ、是 ト同時 二、

ユ氏反慮 陽性血清 ニモ、非特 異的陽性反慮 テ次

第 二多 ク認 メル ヤウ三ナツテ來 ル。

斯 クノ如 キ、加熱後久 シク貯藏 シタ(浮 湯液 ノ撒

態 デ)S.T.菌 ラ吸着元 トシテ使 用 スル場合 ハ、

徴毒性抗盟 モ前述 ト同様 ノ方法 デ、次第 二吸牧
つ

除去 セラ レルニ至 ル。是 ハ加熱 浸漬貯藏 ニ ヨ

ヅテ、細菌饅 ノ附着籏 ガ徽毒抗禮 二封 シテモ ヨ

ク感慮 結合 出來 ルヤウニ慶化 シテ來 タ爲 デ、「イ

ンアクチー フ」ノ状態 カラ次第 二 「ア クチー フ」

ノ状態 テ取ルニ至 ッタカ ラデ アル。

斯 ク ノ如 ク、實験 上、補禮結 合反慮 ノ成績 ト吸

著實験 ノ結果 トガ、全 ク合致 シテ理論的 ニモ實

際上 ニモ、不思議 ノ現 象 トスル虜 ハ更 二認 メ得

ナイ。

(viii)S.T.菌 乾燥粉末 ガ結核以外 ノ補盟結 合性

抗盟 テ吸着 セザ ルカ

「ヂフテ リー」菌
、大腸菌、 「チフス」菌 、連鎖歌

球菌、葡萄状 球菌(ア ウ レウス、 チ トレウス、ア

ル プス)、 肺 炎球菌等 ノ免疫抗 血清、及 「ヘモ リ

ヂ ン」等 二就 イテS.T.菌 吸 着實験 ラ行 ヘルー、

唯 「ヂフテ リー」菌抗血清 バ バ其 ノ抗 盟 ハ ヨク

吸著 セ ラレテ除去 セラ レル ガ、其他 ノモ ノハ全

ク移動 ガナ ィ。

(ix)結 核 性抗胆 ガ紹核 菌以外 ノ乾燥粉 末菌 デ吸

耶ζセラ レザル ヵ

前節 同様、 「ヂフテ リー」菌、大腸 菌、 「チフス」

菌、辿鎖歌球菌、葡萄状球菌(ア ウ レウス、チ ト

レゥ ・へ、 アル プス)肺 肺球菌等 ノ乾燥粉 末菌 テ

作 リ結核 血清 二封 シテ吸若實験 ラ試 け ガ、「ヂ

フテ リー」菌 ノ ミハ吸牧實験 陽牲 デ、其 ノ他 ハ何

等 ノ影響 ヲ認 メナ カツタ。 ・

(X)吸 若 實験 ラ基調 トシテ ノ論討

以上詳述 シタ實験 ノ結果 カラ兇テ、余等 ハ人血

清内 ニハ正常補 禮結合性抗膿 ト云 ツタヤ ウナ種

類 ノモ ノハ殆 ド無 イモ ノ ト思 フ。若 シ有 リ得 ル

トス レバ、特殊 ノ疾患 二限 ラ レテ、稀 レニ起 ル

ニ過 ギヌモ ノデアルカラ、補結反癒 テ實際 二慮

用 スル コ トニ封 シテ大 ナル 支障 トハ ナ リ得 ナ

イ。 ノ け ラズ、 非特異的 二起 ルモ ノデアルカ

否 カバ、鑑 別法 一 ヨッテ容 易 二血清學的 二鑑別

ガ出來 ル トス レバ、 盆 亙以 テ、補盟結合反磨 ノ

贋値 ト存在 テ偉大 ニスルモ ノ ト謂 ハ ナケ レバナ

ラヌ。尚 ホ、吸著 法 ニ ヨッテ、結核菌籏 ノ細菌

ノ鑑別 ガ可能 デ ァル ト思バ レル。 即 チ定型的結

核乃至 ソレヨリ憂 移 シタ ト思 バ レル細菌盟 ナ レ

バ、結核性抗盟 テ多少 二拘 ラズ吸牧除 去 セ シム

ル性能 ガ ァル。 之 卜反封 二、各種 ノ髪 移性結核

菌籏 ノモ ノ ・免疫血 清 ハ 悉 ク多少 二拘 ラズ、

S.T.菌 ノ如 キモ ノテ吸着元 トシテ其 ノ抗 禮 ガ除

去 セラ レル。故 二此 ノ法 ニ ヨッテ、若 シ陽性 ノ

結 果 デア レバ、被検 菌 ガ如何 二形態 二攣 移 テ起

セルモ ノ ト難 モ ソレハ結核 菌籏 ノ成 リ下 リモ ノ

デアル ト云 フ識別 ガ加 ヘ ラ レル コ ト・ナル。陰

性 ノ結果 デ ア レバ、結核菌籏 ノモ ノデナ イ ト云

フコ トニナル。

吸着元 トシテ敏感 デ結果 ノ優秀 ナ菌株程、一般

的 二云 ツテ、補盟結合性 「アンチゲ ン」テ得 ルニ

モ優 秀 ナモ ノデァル。
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六、補髄結合反慮 卜他ワ見疫劇的反慮、見痩血濟轟的反慮或ハ

生物化墨的諸反慮 り ●係

本 問題 昌關 シテハ、既 二2回a亙 ル前著 昌於 テ

詳紬 昌論及 シテ置 イタ。 今 モ尚 ホ、昔 日 ト殆 ド

意 見 ノ相異 ヲ見出 サナ ィカ ラ、 唯、簡躍 昌仕事

ノ順序 トシテ述 ベル昌止 メル。

(i)ピ ノyケP或'・ マ ン トP氏

等 ノ反慮 トノ關 係

ピルケー或 ハ マ ントー氏反慮 ナ ルモ ノハ、過去

或 ハ現在 二於 テ個艦 ノ組織細胞 ト結核菌間 二或

ル程度 ノ弔闘 ノ起 ツタ、或 ハ起 リツ ・ア,レ爲 一

生 ズル組織 ノ過敏性反慮 デ、一種 ノ生物免疫學

的反慮 デ アル。結核 ガ活働性 デアル ト、非活働

性 デ アル ト、治癒 シテ居ル ト、否 ト等 ユハ全 ク

無關係 二起 ル反慮 デアル。換言 ス レバ、是等 ノ

反慮 ガ陽性 デアル ト云 フコ トハ、其 ノ個膿 ガ封

結核菌畢闘 二打 チ勝 チ得 タ或 ハ打 チ勝 チツ ・ア

ル状態 ラ示 シテ居 ルガ、活働 シテ居 ル カ、停止

シテ居 ルカナ ド・云 フコ トニ封 シテハ,全 ク風

馬 牛ヂアル。

故 二、是等 ノ反慮 ラ繰 リ返 シテ行 ツ タ場合 二、

前同 二陰性 デアツタモ ノガ、次同 二陽性 テ示 ス

ト7・レバ、 第1同 ト第2同 目 ノ試験 ノ間 一、結

核 菌 ノ侵襲 ラ受 ケタモ,デ アル ト云 フ推定 ハ出

來 ルが、此 ノ場合 二於 テモ、 ソレガ果 シテ活働

シテ居 ルモ ノカ、最早何 等 ノ意 味 ノナ{モ ノデ

アル カノ判断 ハ出來 ナ イe從 ツテ是等 ノ反慮 ニ

ヨッテ活働性結核 テ診断 スル ト云 フコ トハ如何

ナル場合 二於 テモ殆 ド意義 ガ極 メテ砂 イ。世 ノ

識者 中二爾 ホ、生物免疫學的活働性結核(lmm・

imbiologischeaktiveTuberkulose)ト 、結核 二

封 スル免疫學的過敏性組織反慮 トノ塵別 ガ徹底

シテ解繹 セ ラ レテ居 ラヌ コ トガ屡 亙アル ト思

フ^

余等 ハ補盟結合反磨 ノ如 キモ ノヲ構 シテ魅眞 ノ

意味 ノImmunobiologischeaktiveTuberku。

10seノ 診 断 法 デアル ト考 ヘルモ ノデ アルガ、之

二封 シテ。或 ル者 ハ ピル ケー氏反慮 ノ如 キモ ソ

ウデハナ ィカ ト云 バ レルガ、而 シ是 ハ大 イナル

誤解 ヂ アル。 ピルケー氏反慮 ノ如 キモ ノへ 「ア

クチー フ」ノ鰭核 トハ特別 ノ開係 ハ更 昌ナ イ.本

反慮 ガ陽性 デ アレバ,生 物 免疫學的反慮 ガ陽性

デアルb虞 ハ 「アクチー フ」昌現 ハVルV卜 云 ヘ

ル ガ、 生物 免疫學的 活働 性結核 ガ存在 シテ居 ル

モノ トハ噺 言出來 ナイ.要 スル昌.ピ ルケー氏辱

ノ反慮 ハ、結核 ガ治癒 シタ場合 昌モ殆 ド其 ノ悉

クノモ ノガ盛 ン∴陽性 テ呈 スル。補禮結 合反慮

!如 キモ ノハ、完全 二治癒 シタ楊合、 帥 チ結核

菌 卜個盟 間 トニ於 ケル刷闘 ガ完全 昌閉止 セ ラレ

タナ レバ間 モナ ク抗艘 モ消失 シテ反慮 モ陰性 ト

ナルモ ノヂ ァル。K.R.ノ 如 キモ ノガ陽性a現

ハ レタ場合 へ 假 令、臨躰的 ノ見界 ガ ドウデア

ロウ ト、個艦 ノ何 レカノ場 所 昌之 昌相宕 スル事

闘 ガ全 ク停止 セ ラ レ テ居 ナ イ、 即 チ伺 レカー

ImmuabiologisCl}eaktivehberkulaeeガ 在

ル ト云 フ謹櫨 ト看倣 ス可 キモ,デ 此 ノ鮎 ガ活働

性結核 ノ早期診噺 上 二他法 ヲ凌駕 シタ優秀性 卜

敏感性 トテ有 スル虎 デアル.

以 上述 ペ タ通 リ、其 ノ反慮 ノ起 ル本態 二於 テ相

違 シテ居 ルモ ノデ アル カラ、其 ノ結 果モ何 等取

り纏 メテ記叢 スル程 ノ關係 ラ認 メナ ィ。

(ii)「 ツ ペ ノvク フ ン」皮 下 注 射

反 底 ト ノ關 係

本反慮 ヘ ピルケー氏反慮或 ハマ ン トー氏反慮

ノ如 ク局所 ノ組織 反慮 ノ ミニ止 ラズ、併 セテ竃

反慮 テ起 スモ ノデ、 活働 性病竃 ガ無 ケ レパ竃 反

慮 ヲ起 サナ{カ ラ、竈反慮 二因 ルー般症 朕 ヲ窺

ハ サナィ。 此 ノ陰
、陽 ニ ヨツテ活働病竈 ノ有無

テ判断 シヤウ トスル モ,デ アル ガ
、危険性 ト苦

痛 ラ待 ツテ來 ル カラ、 實験 上 一三ハ慮用 ハ不可能

トナツテ來 ル・ ノミナ ラズ、 「ツベ ル クリン」皮

下注射反慮 ガ、果 シテ活働竈 ノアルモ ノバ ニ

陽性 二現 レルモ ノデ アル カ否 カモ、甚 グ疑 ハ シ

イモ ノ六 治癒結核等 二封 シテモ、其 ノ訟 断的
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用 量 デ豫 想外 二強烈 ナー般症献 ヲ惹 キ起 シ、或

ハ、顧 者 二封 シテモ同様 ノ現象 ラ認 メル コ ト

ハ屡 、アル。

本反慮ハ、 其 ノ慮 用 二危瞼性 ガアルカ ラ、多 ク

テ比較實験 シナィカラ補盟結合反慮 卜如何 ナル

開 係 ニ アル カ噺言 ガ出來 ナ ィ。

(iii)「 ア グ ノレチ ナ チ オ ン」及

「プ レ チ ピ タチ オ ン」トノ關係

結核 ノ凝集 反慮 モ古 クカ ラ、多撒 ノ學 者 ニ ヨツ

テ試 ミラレタモ ノデアル ガ、健康者 ト活働性結

核 者 トノ歴別 ガ刺然 トシナ イ ト云 フノガ第一 ノ

理由 デ、現今 マデ實際 二慮用出來 ルヤウナモ ノ

ハ、唯一 ツ トシテナ ィ。余等 モ此 ノ方面 二向 ツ

テ様 々 ノ苦心 テ重 ネテ見 タガ、結局面 白 イ成績

テ上 ゲ得 ナイ。第一菌液 ノ等質的 ナモ ノラ得ル

コ トガ至難 デ アル、叉等質的 ナモ ノテ得 テ實 際

實験 テ経 テ見 ル ト、健康者 ト患者血清 トノ間 二

差異 ガ確然 トシナ イ。更 二、余等 ハ動物實験 ノ

結果 カラ見 テ、結核 ノ「アグル チナ チオン」ト云

フモ ノハ、案外、信頼 ノ出來難 イモ ノデアル ト

云 フ感 ラ深 クスルニ至 ッ タ。

髪 移 シタ各種 ノ菌株 テ使 ッテ、各々 ノ免疫血清

ラ作 ツテ「アグル チナチ オ ン」ノ交錯實験 テ行 ツ

テ見 タガ、憂移相 甲(桿 状抗酸性菌》、漿 移相乙

《桿状非抗酸性菌)、 攣 移相丙(球 歌抗酸性菌)、

憂 移相 丁 昧 菌様非抗酸性菌)ナ ル四種類 ノ免疫

血 清(菌 禮 ノ ミ)ラ 得 テ「アグルチナチオ ン」テ行

ッタ結果、此 ノ相互間 二著明 二凝集反慮 テ起 ス

モ ノモ ァルガ、殆 ド全 ク起 ラナ イモ ノモ アル。

例 ヘバ、抗酸性菌 二因ル免疫血清 二封 シテ、 非

抗 酸性球菌様 呂憂 移 セラ レタ菌 ノ免疫 血清ハ、

全 然凝集反慮 テ現 ハサナ イ。 同一株 ノ菌 カラ慶

移 シテ且 ッソ レガ適當 ナ要約 ノ下 二還元可能 デ

アル菌株相互 ノ間 二於 テサヘ モ凝集反鷹 ナルモ

ノハ極 メテ瞬昧 デ徹底 シナ イ。此 ノ結果 カラ見

ル ト、凝集反慮 ト云 フモ ノへ 菌 ノ憂移 ノー定

シタ相 ニ アルモ ノノこ現 バ レルモ ノデ、愛移相

ノ如何 ニ ヨツテへ 凝集不能 トナルモ ノト思ヘ

ル.斯 カル性質 テ帯ベルモ ノトス レバ、實際上

慮用 シテ ソ レ程優秀 ナ 成績 ラ1:ゲ 得 ル コ トハ

中々難事 デアル ト思 フ。

然 ル=補 髄 帖合反慮 二至 ツテハ、同 ジク結核 菌

カ ラ璽移 シタモ ノ トλ レパ塑移度 ガ如祠 ・一アル

モ、補艦結合 ノ穐度 二多少 ノ相違 ガ アルガ、交

錨 實融 ノ結果、何 レノモ ノ昌封 シテモ オli"反

慮 ガ陽性 テ呈 スル。

「プレチ ピタチ オン」二關 シテモ
、余等 ハ相常色

々二苫心 テ縄 タガ、肝腎 ナ良 イ「プ レチ ピノー ゲ

ン」ガ得 ラレナ イ。從 ツテ、實験 ノ結 果 ラ今蝕 二

論議 スル コ トガ出來 ヌ。 若 シ良好 ナ 「プ レチ ピ

チ ノー ゲ ン」ガ出來 レバ.簡 軍 デ至極便利 デ結構

ト思 フ。或 へ 今 後斯 カルモ ノガ出現 シナ イト

モ限 ラレナイ。 「アグル チナチ オン」ヨ リハ籐程

面白 イモ ノデ アル ト思 フ。

(iv)各 種 ノ膠 質 不 安 定 反 慮

トノ關 係

簡便 二出來 ル赤沈反磨 ラ始 メ トシテ、 マ テフ{

三 、 ダラニτ、 コスタ氏等多敷 ニ アル。本邦 ニ

テモ、涌谷⑳氏 ノ卵 黄 「レチチ ン」反癒、 余等 ノ

K.A.㈲ 反 慮 ノ如 キモ ノガアル ガ、是等 ノ反慮 ノ

起 ル機韓 ハ、皆同一 デ、炎症 性産物 ノ結 果 トシ

テ起 ル。血清 「グロプリ ⊃」ノ増加、血清 「ク'ロブ

リン」ノ「アル テ ラチオ ン」、血清膠 質 ノ不安定状

テ検 出 スル方法 二過 ギナ ィ。從 ツテ、 炎症 性疾

患破壊機能 ノ起 ル疾患 ニハ悉 ク陽 性 テ呈 スルモ

ノ ト認 メテヨイ。特殊性 ノナ イモ ノデアル カラ.

診 噺 ノ目的 ニハ全然 ナ ラナィ。 唯、診噺 ノ確 定

シタ疾患 ノ破壊機韓、或 ハ炎症性作 用 ガ ドノ程

度 デアル カラ測定 スル楊合 二利用 セ ラレル ニ過

ギナ ィ。結核 ナ レバ、其 ノAktivit砒diagnose

二封 シテへ 時 トシテ、参 考 トモ ナラウガ、決

シテAktiveTuberkuloseノ 診 噺 法 トハ ナ リ得

ナ イ。大艘 二於 テ、赤沈反庶類似 ノモノハ、結

核 ナ ドニ封 シテ、 ソレ程、行 ハネバ ナラヌ重大

ナモ ノデモ貴重 ナモ ノデモ ナイ。是等 ノ成績 ノ

結果 ハ、大禮 二於 テ、饅温表 ニー致 シテ居 ル。

艘温表 ト臨躰上 ノ所見 ラ概括 ス レバ、一番確實

ナ活働程度 ノ測定法 ト思 バ レル。從 ツテ、是等
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ノ反癒 ハ、熟考 シテ見 レバ、態 々患者 昌苦痛 ヲ'

カ ケテ、手獄 テカケテヤラネバナ ラヌ程 ノモ ノ

デハナ イ ト云 フコ トニナル。學者 ノ或 ル興味 ト

シテ行 フ ト人レバソ レハ別 問題 デアル。

補艦結 合反慮 ト膠質不安定反慮 トハ其 ノ本態 昌

於 テ全 ク相異 シテ居 ルモ,デ ァル カラ、其 ノ結

結

余等 ノS.T.ニ ヨルK.R.ノ 結 果 ヲ簡翠 ニホ占論

ス ル ニ 、

(1)余 等 ハ余等 ノ法 ニ ヨッテ製 出 シタ、高度不

飽和灰化 水素(Squalinト 呼 ブ)テ 結核罹 患動物

二注射 シ、一定時間 ノ後 二、其 ノ血液寒天培養

ラ行 ヒ、結核 菌 ヨリ攣 移 セル菌株 テ分離 シ得 タ。

此 ノモ ノテ、 ペ トロ ッフ氏培 地 ト1・5%ノ 比 二

「グ リセ リン」テ入 レタ20倍 卵黄 「アル カ リ」水

トニ交 互 二移植 スル コ トー ヨッテ菌株 ノ安定性

テ計 ッテ毎常優 秀ナ補盟結合性 「ア ンチゲ ン」テ

得 ル コトニ 成功 シタ.之 テ余等 ハSqualo-tu-

berkulin(S.T.)ト 名 ヅケタ。 即 チS.T.ナ ル モ

ノハ、攣移 シタ特殊 ノ結核菌株 テ「グ リセ リン」

卵黄 「アル カリ」水培 地 二24時 間乃至70時 間蛋

育 セ シメテ揺氏百度 ノ漁熱 二30分 間宛、3同 間

歌滅菌 ラ施 シ0・5%ノ 比 二石炭酸 ラ加 ヘ タモノ

デ アル。

(2)S.T.テ 抗 原 トセル補盟結 合反慮(K.R.)ノ

結 果ハ大禮次 ノ通 リデアル。試験 二供 シタ血清

ハ、東京 市立大塚健康相談所、 東京市立結核療

養所、鴻 上病院、東京府立満瀬病院、東京浄 風

園、東京太牢診療所、東京市立本所病院、東京

顯微鏡院等 デ、其 ノ線数 ハ1330例 デ、此 ノ内、

臨休上精細 ノ結果、確實 ナ肺結核患者 ノ血清

451例 デ、其 ノ陽性卒91%(非 働 性直後)乃 至98

%(非 働 性後7日 氷室貯藏)デ 過牛撒 ハ強陽性 テ

呈 ス。臨躰 上、結核容疑 者107例 デ、其 ノ陽性

比 李ハ55%、 治 癒結核12例 デ、 内2例 弱陽性、

臨躰 上精細 ノ結果、 健康 ト認 メラ レタモ ノ46

例 中、僅 カー一一1例 疑 問反磨 テ呈 ス。早期結核 、

漕伏 活働 性結核等 二屡 スルモ ノ79例 デ、其 ノ陽

果昌於 テモ何等 ノ關係 モ見出 シ得 ナイ。

嘱 近時賭家 ノ報 ズル虎 詔 レ・㌔ 確實 ナ活働

性精核昌封 シテスラモ、赤沈反慮 ナドノ陽性寧

ガ意外二1砂イト云 フコトハ、本反慮ハ相當 昌粗

雑ナモノデアル ト云フ離明ニハナル。

論

性率75%、 徽 毒血清310例 デ、陽性■-100%・

腸 「チフス」10例 中弱 陽性2例.急 性肺炎16例v

「グ リツペ」6例 、何 レモ悉 ク陰性.

以 上 ノ結果 ヲ通観 シテbS.Te「 ア ンチゲ ン」昌9

ル補艦結合反慮 ハ確 實 ナル活働性肺結核患者 ニ

テハ、殆 ド100%二 近 イ陽性李 テ示 ス。從來b

優 秀 デアル ト看倣 サ レテ居 タBe8red㎞ ・N㎎9-

reetBouquet,Petroff,Bluhmenthah1,

Witebskyu.Klingenstein,Neubergu.

Klopstock氏 等 ノ「アンチゲ ン」ニ ヨル補盟 結合

反慮 ノ結 果 ヨリモー層優秀 テ結 果 モ劃 一的 デ ア

ノレo

(3)補 艦 結合反癒 ノ陽性比李 テ大 ニ スル爲禺ハ

第一 二「ア ンチゲ ン」ノ優秀 ナモ ノラ選 ブコ トデ

アルガ、操作法 ノ統一 ト操作 上 二封 スル綿密 ナ

注意 テ肝要 トスル。

(4)確 實 ナ結核性疾患 ガ、K.R.が 陰 性 テ トル

場合 ハ、早期結核 デ「アレル ギー」ノ歌態 デハ ア

ルガ、血清 内二爾ホ生物免疫 化學 的 ノ髪化 ガ極

メテ微弱 ナル場 合、多 クハ所 謂Praephthisis(the

Krankheitstadium二 屡 スル モ ノデ、Loben

u.Glaum氏 等 ノ唱 ヘ タ、Sekund5reAllergie

二相 當 スルモ ノカ、或 ハ定型的 ナ肺結核 デ陰性

テ示 ス トス レバ、重篤末期患者、Hay㏄k氏 ノ

唱 ヘルNegativeAnergieノ 状 態 ニ アル モ ノb

或 ハ結核病攣 ガ急激 二且著大 二血行 二搬 入 セラ

レタ當初 ナ ドデアル。 但 シ臓器結核 テ起 ス以前

二へK.R.ガ 必 ズ陰性 ト云 フ ノデハナ ィ。初

感染 ノ場 合、 成 ハ肺乃至肺臓以外 ノ血行播種 性

結核 ナ ドニ於 テモ陽性 テ呈 スルコ トガ多 イ。

概括 的 二云 ツテK.R.ガ 陰 性 テ示 ス場 合 ハ、
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(i)感 染 ラ経 ナ4「 ノーマルギー」状態 ノモ ノ

《ii)「ア ネル ギー」(ハ イヱック氏 ノ「1・ガ チー フヱ

アネルギー)

(iii)臨躰 及生物學上 カラ見 テ治癒 セ ラレタモ ノ

(iv)「ア レルギー」デハ アル ガ抗艘 ヲ血清 内 二産

出 スルコ ト尚 ホ微弱 デ アル場合、感染 ノ初

期 、 「ヱネルギー」ノ末期帥 チ 「ノーマルギ

ー」二移行 セ ントスルモ ノ

陽性 二起 ル場合 ハ

(i)種 々 ノ「アレルギー」ノ]1kl態

(ii》「ヱネルギー」(ハ4エ22氏 ノtシ チー フヱ

アネルギー」

(iii)徴毒

K.R.ノ 陽性 ラ呈 スル揚合 ハ、徴毒等 ヲ除 ケバ

殆 ド必 ズ臨躰的 二成 ハ生物學的 二治癒 シナ イ結

核 ガアル ト云 フ確謹 ト認 メテ ヨ{。

(5)陽 性 二現 ハル可 キ血清 ガ陰性 ノ結果 テ示 ス

原因ハ、結核血清 内ニアル過剰 ノ正常溶 血素 ノ

影響 ニ ヨルコ トガ多 イ。此 ノ影響 ヲ紗 ク シテ、

陽性 李 テ高 ノ、且 ツ錯誤 ノ結果 ラ除 ク鱈 一ハ、

血清 テ非働性 トナ シタル後 二之 テー定期間氷室

二貯藏 スル コ トガ必要 デ アル。

(6)滲 出型 ト檜殖型 トニ於 ケル陽性峯 ハ滲出型

ノ方 ガ多 イガ、陽性度 ノ強 イモ ノハ、檜殖型 二

多 イ。 ・一般的 二病竈 ノ大 サニ比例 うテ陽性比度

ガ檜加 スル。豫後測定 二封 シテハ、大 シタ意義

ガナィ。

(7)ピ ル ケー或 ハマ ン トー氏反慮 ナ ド ・ハ其 ノ

結果 ハ李行 シナイ。其 ノ反慮 ノ起 ル本態 カ ラ見

テ極 メテ當然 ノコ トデアル。更 二各種 ノ血清 内

膠 質不 安定反慮、換言 ス レバ、血清 内「グロプ リ

ン」ノ「アル テラチ才ン」テ標示 トスル結核 陞疾

患 ノ診断 法 ハ、全 ク非特殊 的 ノモ ノデ、軍 二破

壊乃至 炎症作用 ノ程度 ヲ観察 スル昌過 ギナ イモ

ノデアル カラ、何等取 リ編 メタ闘係 ヲ認 メヌ。

(8)結 核 ト徽 毒 トノ關係。

血箭學 的 ∴云ヘ バ、 結核 卜徽毒 トハ結核性 「ア

ンチゲ ン」内 一互 二共通 シタ成分 ガアルo從 ツ

テ、 微毒 二反慮 シナ イ優秀 ナ結核 性 「ア ンチゲ

ン」ラ得 ルコ トハ絶封 二不可能 ト思 バ レル。結核

二封 シテ、100%優 秀 ナ「ア ンチゲ ン」デア レバ、

.ソ レハ徽毒 二封 シテモ100%陽 性 テ示 スモ ノデ

アル。

(9)結 核 性 「アンチゲ ンJト シテ優秀 ナモノ程.

徴 毒 二封 スル非特 異性陽性反慮李 モ多 クナル。

弦 二於 テ、其 ノ鑑別法 ガ實際 上最 モ必要 ナ問題

デ アルガ、 コ レハ、余 等 ノS.T.菌 乾 燥粉末 ニ

ヨッテ簡 軍 一且 ツ完全 二吸牧作 用 ヲ利用 シテ途

ゲ得 ラ レル。

(10)余 等 ノ實験 ノ過程 ラ綜合 シテ、S.T.=「 ア ン

チゲ ン」一 ヨル結核 ノ補盟 結合反慮 へ 極 メテ特

殊 的 ノモ ノデ、適當 ナ「アンチヂ ン」ト適切 ナ操

作 法 ニ ヨレパ、結核 ノ補盟結合反磨 ハ、紗 ク ト

モ、ユ氏 ノ徴毒反慮以 上 二卑重 セラル可 キモ ノ

デ、本反慮 ノ陽性 二現 ル ・モ ノハ、假令 、臨休

的 ノ所 見ハ ドウアラウ ト、僅少 ナル特殊 ノ疾患

二於 ケル除外例 ハ別 問題 トシテ、殆 ド悉 ク、臨

躰的乃至生物學的意味 二於 ケル、活働性結核 ノ

存在 テ意 味 シテ居 ル モ1ト 噺定 シテ誤 リガナ

イ。

欄筆 二當 リ、本業績 中貴重 ナル多教 ノ實験材料

ラ提供 セラ レ、色 々ナ便宜 ト援 助 テ賜 ツタ諸彦

二封 シテ深甚 ナ謝意 ヲ表 シテ置 キマ ス。
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